
2.育苗 

1）苗畑 

(n 苗畑の選定 

大規模な苗木生産を行う場合には、中核的な大面積苗畑、わが国でいう 

固定苗畑を造成することもあるが、主に苗木の輸送の便を考えて、植栽予 

定地の近くに、周辺の植栽を行う間の小型な暫定的な苗畑、現地でいう補 

助苗畑、わが国でいう移動苗畑を造ることが多い。 

◇固定苗畑または常設苗畑（permanent/central nursery) 

多年にわたって相当な本数の苗木を供給する予定がある場合に、その期 

間の造林予定地域のほぼ中央に、普通には公道に沿って造成される苗畑で、 

種子の調製から苗木の養成に必要な施設を整備するのが普通てあるロ 

◇補助苗畑または移動苗畑（subsidiary/temporary/mobile nursery) 

限られた植栽予定区域に苗木を供給する目的で、数年の予定で開設され 

る臨時の苗畑で、施設は必要最低限とし、その区域の植執が終了したあと 

は閉鎖される。 

一方、村落林業などで地域レベルの植樹・植林を行う場合には、普及組 

織を編成して育苗を行う態勢を整え、地域の小・中学校、教会、さらには 

有志のモデル農家やグループなどで、ごく小規模の苗畑を造成し、そこで 

必要な苗木の育成を行う。 

① 苗畑立地の条件 

苗畑立地の選定にあたって重要な要件は、水源、利用可能面積、土地の 

所有関係、公道への位置、交通の便などである。 
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a．水源 イI 間を通して有苗に必要な水姐が保討されるような水源が近 

くにあること。できれは、水源から重力で水をひける、つまり高低 

差で水かひけることか理想的てある。ちなみに、乾燥地のチャトで 

は、井'Iを利用している住民の利川分を考慮し、次いで彼らか飼っ 

ている家畜が必要とする量を考え、それでもなお水量に余裕がある 

時に苗木育成を行うことにするというのが基本だと言われた。乾季 

がある地域では、年間の水量の変動が大きいので、乾季の終わりに 

も十分な水量かあることを確認してから決めるほうが安全である。た 

たし、水路を作設する場合には功季の状況もF想しておかないと、豪 

南によって氾濫することがあり、苗床が冠水して思わぬ被害を蒙る 

恐れがある。なお、僅かなわき水を利用して、アースダムによる貯 

水他を作設している例がある。また半乾燥地で、砂質L壌のために 

乾季には完全に伏流水になるようなところでは、河床を掘って水を 

得なければならないが、このような場合には、塩類濃度が著しく高 

いことがあるので、とくに水質には留意する必要がある。なお塩類 

濃度は電気伝導度(electric conductivity、 EC）て判断できるが、 

最近は簡易なEC メーターがあるので、用意しておくと便利である。 

農作物潅瓶用の水質基準は2mS/cm とされているが、林木の苗木で 

も、准水用の水は2mS /c m 以下のほうがよく、ECがこれより高い 

場合にはECの低い水で薄めるなどの対策をとる。 

b．面積‘年間の植栽予定本数を生産できるだけの十分な面積があるこ 

と。苗木は普通、ポソトで育てられるため、わが国のように裸根苗 

を育てる方式に比べると苗畑の面積は一般に小さい。生産する苗木 

のタイプと苗畑の規模の関係をみたのが表7であるが、ポット育苗の 

場合には、裸根苗の場合に比べて1/10 ~ 1/4 の面積ですむ。つまり、 

100 万本のポノト苗を生産できる面積は約lhaであるが、この面積は 

樹種によって加減する必要がある。ユーカ)類や他の広集樹類の場 

合には、マツ類に比べて少なくとも約5割増しに見込む必要がある。 

-46-

a. 水源 年間を通して育苗に必要な水晶が1斗{議されるような水源が近

くにあること。できれば、水源か ら重力で水をひける、つまり高低

差で水がひけることか理想的てある。ちなみに、乾燥地のチャー・で

は、井戸を利用している目J の利用分を考慮し、次いで彼らが飼っ

ている家畜が必要とする垣を考え、それでもなお水量に余裕がある

時に青ー木育成を行うことにするというのが基本だと言われた。乾季

がある地域では、年間の水量の変動が大きいので、乾季の終わりに

も f」分な水量があることを確認してから決めるほうが安全である。た

だし、水路をイ乍設する場合には!海季の状況も矛想しておかないと、豪

雨によって氾濫することがあり、苗床が冠水して思わぬ被害を蒙る

恐れがある。なお、僅かなわき水を利用 して、アースダムによる貯

水池を作殺している例がある。また半乾燥地で、砂質 t二壌のために

乾季には完全に伏流水になるようなところでは、}可床を細って水を

得なければならないが、このような場合には、塩類濃度が著しく高

いことがあるので、とくに水質には留意する必要がある。なお塩類

濃度は電気伝導度 (electrーc conductivity 、 EC) て判断できるが、

最近は簡易な EC メーターがあるので、用意 しておくと便利である。

農作物橋瀬川の水質基準は2ms/cm とされているが、朴木の苗木で

も、潅水用の水は 2ms/cm 以下のほうがよく、 EC がこれより高い

場合にはEC の低い水で薄めるなどの対策をとる。

b. 面積 '年間の植栽予定本数を生産できるだけの十分な面積があるこ

と。苗木は普通、ポソトで育てられるため、わが国のように裸根苗

を育てる方式に比べると苗畑の面積は一般に小さい。生産する苗木

のタイプと苗畑の規模の関係をみたのが表7であるが、ポット育苗の
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裸根苗や根株苗（スタンプ苗）を青成する場合には、休閑地をとれ 

るように余分を見込んでおく。また、わが国の苗畑のようにいろい 

ろな施設を付置する場合には、その分の面積も加えておくことが必 

要である。 

表7 苗畑規模の比較(Evans (1992)に－部追加） 

国 名 育苗樹種 苗木の種類 面 積 育苗期問 年問1帝本数 

スワジランドPlans patula ポット苗 

オーストラリアPwus caribaea 裸根苗 

ブラジル Egnm 山S ボット苗 

フイリビン P 鳥lea taria ポット苗 

F deglup(a ポット苗 

日木 ヒノキ 裸根苗 

ha 月 100万本 

1,6 9 -lU 19 

44 10 - 12 

40 2 

r＃判 
553.~ 

13 

100 

86 

02 

a‘属 名 P→ぬraser,dnthos、 E - Eucalyptus 
介苗期問 P たlea tar,i のみ週単位、他は月単位 

C .所在’固定苗畑は公道に沿った場所に選ぶ。補助苗畑も公道に沿っ 

た場所にするに越したことはないが、万ー沿っていない場合には、取 

り付け道路を什設する。 

d．地形‘固定苗畑は平坦地に造成するほうがよいが、この場合には排 

水溝をできるだけ整備する。湿潤熱帯では、固定苗畑も緩傾斜地に 

造成するほうがよいという意見もある。補助苗畑はむしろ緩傾斜地 

(1-2 %）のほうがよく、豊富な水源が斜面上部にあって、土壌が 

適度に粘土質であれば、高低差によって水路潅水が可能である。 

e．用土の供給 近隣でポット用土を採取できることが望ましい。ポッ 

ト用土は苗木とともに植栽地に持ち出されるので、毎回新たに採取 

することが必要である。ちなみに、普通に用いられるサイズの4×6 

ポット（畳んだ状態で幅4インチ、縦6インチ）の用土は約SO Urn! 

で、100 万本の苗木を育成すれぱ500m3 の用土が必要である。 

I‘士壌条件‘ポット苗を育成する場合には床土はむしろ悪いほうがよ 
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いくらいであるが、根株苗を台成する場合には、物月性の優れたL 

壌条件を選ぷことが必要である。 

g .上地の所有関係一固定苗畑は必ず公イI地に開設する。これは中途て 

トラプルなどが発生するのを避けるためである。補助苗畑には民地 

を借り上げることが可能であり、その例も多い。 

h . 苗木を植栽地に巡搬する距離をできるだけ短くするため、とくに補 

助苗畑はそれぞれの植教予定区域のなるべく中心に開設する。 

l ー防風対策‘常風・季節風が強いところで、地形が起伏に富んている場 

合には、風を避けることができるような地形を選ぶ。平坦なところで 

は、あまり樹高が高くならない樹種で防風林または防風樹帯を造成す 

る。なお育成する苗木の病気の中間寄主になる可能刊のある樹種は避 

ける。 

(2）苗畑の造成 

熱帯‘亜熱帯における苗畑の規模・施設は千差万別で、一般的な基準を 

述べることは難しいが、あったほうがよいものを含めておくので、実際の 

造成にあたっては、予算を考えながら、必要度の高いものから順次整備し 

てゆくとよい。 

① 苗畑全体のレイアウトの作成 

利用可能な面積に対して、各種施設の配置を決めて図面を作成する。参 

考のために、大規模苗畑の例と中規模苗畑の例を図示する（図2)。いずれ 

も技術協力の実施計画で提案されたもので、現地で見られる普通の苗畑は 

はるかに簡単なものが多い。村落林業で造成されるものは、家畜や野生獣 

の侵入を防ぐための垣根を回しただけのものが普通である。 

② 建物施設 

小規模苗畑では草葺きの小屋だけしかないものも多いが、すこし規模の 

大きい固定苗畑になると、材料こそいろいろであるが、各種の建物が造ら 

れている。普通にはd以下は補助苗畑には造られない。 
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図2 苗畑における施股配置の例（A) 

ナイジェリア、カドナで造成された大型苗畑の施設配置図 

（面積一約5ha、 300m )< 170m) 

1．事務所、2. ワークショップ、3‘ガレージ、4.ポッティングハウス、5. 

倉庫、6.堆肥舎、7．苗床、8.ポンプ室、9.湛水用配管、10．防風林 
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図2 苗畑における施設配置の例 (A)

ナイジェリア、カドナで造成された大型苗畑の施設配置図

(面積 .約 5ha、300m × 170m)

1, 事 務 所 、 2, ワ ー ク シ ョ ップ 、 3. ガ レー ジ 、 4. ポ ッ テ ィ ング ハ ウ ス 、 5.

倉庫、 6. 堆肥舎、 7. 苗床、 8. ポ ンプ室、 9, 溢水用配管、 10. 防風林
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図2 苗畑における施設配置の例（B) 

フイリピンで引画された苗畑の施設配置図 

（面積‘約4lia、 250rn×160 m ) 

1，事務所、2．ワークショノプ、3. カレーシ、4.ボソティングハウス、5. 

倉庫、6.堆肥舎、7.苗床、8‘ポンプ室、9.灌水用配管、10.防風林 
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図2 菌畑における施設配置の例 (日)

フィリピンで司画された苗丈mの施設配置図

(面積 ,約 4ha 、 250m × 160m)
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d、苗畑串務所一苗畑管理の拠点であり、草茸きの小屋にしろ、何らかの 

形で必要である。小規模の場合には、これが倉庫にも種子保管場所 

にもなる。 

Ii．ポソティングハウス（potting house、 potting shed)‘屋根はつけ 

るが、普通には吹抜けのことが多いロポット用Ii:を置き、ボットノ、 

の用十詰めを行っ施設である。用土が「リで濡れると作業ができない 

ので、ボット育苗を適時に行うには不可欠の施設である。 

C． ガラス室(glass houseS germination shed)：構造はその土地の 

気候条件によって適宜に変える必要があるが、周囲は網張りとする 

ことが多く、風の強いところでは風を受ける面は塞いでいる。補助 

苗畑などでガラスの人手が困難な場合には、屋根は草葺きとするこ 

とが多い。この場合、光不足で芽牛えが徒長しかちなので注意が必 

要である。アリなどの被害を防ぐために、腰高の棚に播き付け箱を 

並べて種子を播くことも多いロ 

d.倉庫 管理用の建物に併設することが多い。 

C .堆肥舎．屋根なしのものも多い。 

f ー種子貯蔵庫 倉庫の一部を利用することが多い。 

g ー用土置場’ポソティングハウスと併設することが多い。 

h．潅水施設 貯水槽と配管、スプリンクラー 

I ．集水施設 雨水を集める配管と水槽または水瓶 

③ 機械類 

a． トラクタおよびトレーラ 

C ， ピックアソプ 

C‘揚水ポンプ 

d．土壌混合器、 十師い器など 
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苗畑事務所 .苗畑管理1の拠点であり、草貫きの小屋にしろ、何らかの

形で必要である。小規模の場合には、これが倉庫にも種子保管場所

にもなる。

ボ ンテ ィングハ ウス (potting house 、 pottingshed). 屋根 はつ け

るが、普通には吹抜けのことが多い。ボッ 1・用上を置き、ポットへ

の用」一詰めを行っろ侮設である。用±が雨で濡れると作業ができない

ので、ポット育苗を適時に行うには不可欠の施設である。

ガ ラス室 (glass house 、 germ ーnatーon shed): 構 造 はその土地の

気候条件によって適宜に変える必要があるが、周囲は網張りとする

ことが多く、風の強いところでは風を受ける面は塞いでいる。補助

白棟mなどでガラスの人手が困難な場合には、屋根は草葺きとするこ

とが多い。この場合、光不足で芽生えが徒長しがちなので注意が必

要である。アリなどの被害を防ぐために、腰高の棚に描き付け箱を

並べて種子を描くことも多い。

倉庫 ,管理1用の建物に併設することが多い。

堆肥舎 .屋根なしのものも多い。

種子貯蔵庫 倉庫の一部を利用することが多い。

用土置場 ・ボ ンティングハウスと併設することが多い。

潅水施設 ,貯水槽 と配管・、スプリンクラー

集水施設 .雨水を集める配管と水槽または水瓶

⑧ 機械類

a , トラ クタお よび トレー ラ

c. ピ ックア ソプ

c. 揚水ポンプ

d, 土壌混合器、 轍無い器など
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④ 器具類 

a ー農機具類 一輪車、 トウグワ、ヒラグワ、スコップ、ジョロ 

フォーク、レーキ、高枝切り、移植ゴテ、噴霧器 

飾各種（用土調製用、種子訓製用）、その他の小道具類 

b.播き付け箱(seed box)‘厚さ1 -2cm の板の約30cm >< 40cm×10cm 

（深さ）の箱、底面に水きり用の穴をあけ、砂質壌上・砂を詰める 

⑤ 苗床 

a .ポソト苗用苗床」平らな地面にポソトを並べるだけのこともあるが、 

竹や板で枠を作って、その中に並べることもあり、また、煉瓦やブ 

ロックを用いて固定した半水久的な床もあるっ床面は普通は地面の 

ままである。コンクリートにしている例もあるが、経費がかさむだ 

けでなく、日射で熱をもち、ポット内の土の温度が上がって根の成 

長にもよくない。シロアリの害を防く目的でコンクリート床を試み 

た例もあるが、明確な効果は認められなかったようである。なお、底 

のあるポソトの場合には下部の排水孔から、またチューブタイプの 

底なしポットの場合には底面からの根の伸長を防ぐ効果はある。常 

風が強いサイトの場合や、冠水によって潅水を行う場合には、床面 

をj司囲よりむしろ少し低く削り込む。また底なしポットを用いる場 

合には、底面から地中に伸びる根を時々切ってやらなければならな 

いので、ポリエチレンなどのシートを敷いて根が地中に人るのを防 

く力法と、地面から5-10cm 離して金網を固定し、その」二にポソト 

を並べて自然根切り（au -pu u ning) を起こさせる方法とある。 

b‘裸根苗またはスタンプ苗用苗床 スタンプ苗は裸根苗から調製され 

るもので、同じように普通の苗床が使われる。床面を5-10cm 程度 

盛り上げる方法と、盛り上げた側面を厚板で川はえる方法とある。東 

アフリカでは、後者をスワジランドタイプと呼んでいる。 
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けでなく、日射で熱をもち、ポット内の土の温度が上がって根の成

長にもよくない。シロアリの筈を吻 く目的でコンクリー ト床を試み

た例もあるが、明確な効果は認められなかったようである。なお、底

のあるポソトの場合には下部の排水孔か ら、またチューブタイプの

底なしポットの場合には底面からの根の伸長を防ぐ効果はある。常

風が強いサイトの場合や、冠水によって潅水を行う場合には、体面

を周囲よりむしろ少し低く削り込む。また底なしポットを用いる場

合には、底面から地中に伸びる根を時々切ってやらなければならな

いので、ポリエチレンなどのシー トを敷いて根が地中に入るのを防

ぐ」J法と、地面から5~1ocm 離 して金網を固定し、その i二にポソト

を並べて自然根切 り (alトplu mng) を起こさせる方法とある。

b. 裸不良品またはスタンプ前用苗床・スタンプ苗は裸根苗から調製され

るもので、同じように普通の苗床が使われる。床面を5~1ocm 程度

盛り上げる方法と、盛り上げた側面を厚板で押さえる方法とある。東

アフリカでは、後者をスワジランドタイプと呼んでいる。
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(Ii) 潅水施設 

加圧方式にしろ自然流ト力式にしろ、配管することができるなら、苗畑 

内の適当な箇所に蛇口をつけて，局所的に水を利jtlできるようにしておく 

と便利である。水源が豊富で、加圧方式の配管ができれば、スプリンクラ 

ーによる自動潅水かできるようにするのが理想である。苗床より高いとこ 

ろに豊冨な水源があって、 上壌の性質が適していれば、冠水法(flood 

irrigation ) や水路潅水（furrow irrigation）を行うこともあり、これら 

は併せてsui face irrigation と呼ばれている。 

冠水法では、主水路（main ditch、 head ditch）から床面を低くした苗 

床に水を引き込んで冠水させる。水路潅水では、主水路から苗床の両側に 

回した支水路に水を引き込み、床の周囲から水を浸透させる方法で、どち 

らかというと裸根苗を育成する苗床向きである。 

セネガルで行われた青年海外協力隊の緑の推進協力プロジェクトで、 

surface irrigationの一種といえるプール方式とよぱれる育苗施設を考案し、 

水を節約して苗木生産を向上するという面で高い評価を得た。コンクリート 

水槽にポット苗を並べて水路潅水を行う方式で、水の有効利用という点では 

画期的な方法であったが、水槽の製造費がかさむこと、適切に排水管理を行 

わないと根腐れを起こす恐れがあること、などに問題点もあった。 

⑦ 日覆施設 

苗床の外縁に沿って杭を立て、鉄線を張って可動式の寒冷紗を取り付け 

る。寒冷紗を張る高さを50 -7Qcm 程度にする場合と、2m 程度にする場合 

とあり、前者では普通、苗床1本ごとに作るが、後者では数本の苗床をまと 

めて覆い、寒冷紗の下で作業ができる。 

実際には、それぞれの苗畑で手に入る材料を用いて遮光を行っており、木 

綿の布地、草、竹、板、ゴザなどいろいろであるが、光が不足すると苗木 

が徒長するので注意を要する。 
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2）種子の調達と取り扱い 

すでに述へたように、熱Ih・曲熱帯の人工造林は著しく外来樹種に依有 

してきた。このため、履歴のはっきりした種子をl日界的な規換で収集・供 

給する態勢の必要性が早くから認識されていた。このような事情を背景に、 

遣伝資源の保全という視点も考慮Lて、有川な熱帯樹種について、履歴の 

明確な種了を国際的に収集・貯蔵・供給するいろいろな組織が作られてき 

た。 ＾力、熱帯の重要な樹木にもフタハガキ科(Dipterocarpaceae) 樹木 

の種子に代表されるように貯蔵（保有）の難しい種子があり、できるだけ 

手近で採取・貯蔵し、それらを供給する態勢を作っておくことが理想的で 

ある。しかしこれまでのところ、林木種子について採取ー調製・貯蔵・供 

給の体制がてきていない国が多く、種子の調達(seed procuiement）はし 

ぱしば熱帯造林のネックとなり、育苗を進める上での問題となってきた。 

まず国際的な機関としては次のようなものがある（括弧内は住所）。 

DANIDA Foiest Seed Centre 

(Krogerupvej 3A, llumlebaek, Denmark) 

1969年にFAD の協力で創設されたもので、樹種にもよるが、10 ~ 50ha 

程度の造林に必要な種子も入手が可能てある。 

Oxford Foresti y Institute, University of Oxford 

(Oxford, OX1 3RB, United Kingdom) 

この研究所は熱帯造林部門をもち、とくに育種分野で活発な活動を進め 

ているが、その活動に関連して特定の熱帯樹種の種子を収集しており、事 

情に応じて、試験的な規模で少量の種子を提供してくれる。 

Tree Seed Centi e, Division of Forestry & Forest Products,CSIRO 

(PD Box 4008, Queen Victoria Terrace, Canberia,A CT 2600 

Australia) 

1961年にFADの要請で創設されたもので、オーストラリア産の樹木と 

くにユーカJの種了およびその情報を提供する。 

2) 種子の調達と取り扱い

すでに述べたように、熱帯・仲熱帯の人 r:造林は著しく外来樹種に依有

してきた。このため、履歴のはっきりした種子を111界的な規模で収集・lit
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明確な種了を国際的に収集・貯蔵・供給するいろいろな組織が作られてき

た。 ゾj、熱帯の重要な樹木にもフタハガキ科 (Dip[erocarpa ぐede) 樹小

の種子に代表されるように貯蔵 (保有) の難しい種子があり、できるだけ

手近で採取・貯蔵し、それらを供給する態勢を作っておくことが理想的で

ある。しか しこれまでのところ、林木種子について採取 ・調製 ・貯蔵 ・供

給の体制がてきていない国が多く、種子の調達 (seed proculement) はし

ばしば熱帯造林のネックとなり、育苗を進める上での問題となってきた。

まず国際的な機関としては次のようなものがある (括弧内は住所)。

DAN 工D A FOIe もt seed Centre

(Krogerupve 」3A,Humlebaek,Denmark)

1969 年に FAO の協力で創設されたもので、樹種にもよるが、 10~50ha

程度の造林に必要な種子も入手が可能てある。

oxford Foresh y lnstLtute,Un ーversity ofoxford

(oxford,OX13RB,U nited Kーngdom)

この研究所は熱帯造林部門をもち、とくに育種分野で活発な活動を進め

ているが、その活動に関連して特定の熱帯樹種の種子を収集しており、事

情に応じて、試験的な規模で少量の種子を提供してくれる。

Tree Seed Centle,DIVIS ーon of Fnrestry &Forest Products,CSIR0

(POBox 4008,Queen Vーctorla Terraoe,Canberla,A C T2600

Austml,a)

1961年にFAO の要請で創設されたもので、オーストラリア産の樹木と

くにユーカリの種子およびその情報を提供する。
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Banco de SernUlas, ESNACIFOR 

(Apartado Postal No.2. S喰uatepeque Comayagua, Honduras) 

1976年以来、カJピアマツ、ウーカルバマツを中心に同国の有用樹種の 

神了を且的に捉供している。 

次の諸機関も類似の機能を果しているが、地域的な性格が強い。 

ASEAN Forest 'Free Seed Centie 

(Muak-lek, Saraburi 18180 Thailand) 

Fm estry Seed Centi e, Kenya Forestry Research Institute 

(P0 Box 20412, Nairobi, Kenya) 

National Tree Seed Project, DANIDA -TANZANIA 

(P O .Box 4012, Morogoro,Tanzania) 

Regional Forest Seed Centre,Forest Research Centre 

(P0 Box HG 59S,Highlands,Harare,Zimbabwe> 

Centre National de Semences Forestkres 

(P.0,Box 2682, Ouagadougou, Burkina Paso) 

Projet National de Semences Forestieres (PRONASEF ) 

(Km 20, Route de Rufisque, Senegal) 

El Banco Latinamericano de Semillas Forestales. CATIE 

(Turrialba 7170, Costa Rica) 

このほかにも国レベルのものがPNG やチリなどにあるらしいが、詳しい 

ことは分からないロ最近では、ほとんどの国に類似の機能をもった組織が 

できているように思われるので、それらの組織や、各地の信頼できる種子 

取り扱い業者に連絡をとって、産地がはっきりした良質の種子を入手する 

ことが大切である。 

(1）種子関達の計画と手順 

前述の要領で決めた植栽樹種について、植栽予定面積を考慮して所要の 
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ルーーーco de Semi ーlas,藤 NAC 感 OR

(Apartado PostaI No,2,SIgua ・epequeComayagua,HonduIas)

1976 年以来、力リビアマツ、ウーカルパマツを中心に同国の有用樹種の

種子を量的に提供している。

次の諸機関も類似の機能を果しているが、地域的な性格が強い。

ASEAN Forest TreeSeed C entle

(Muak ‐lek sarabL1r1 18180 Thalland)

Foiestry seed Cent1e,1 くenyaForestry Research 1nstitute

(POBox 20412,NaIrob1,Kenya)

N ationaI T ree Seed Project,DANIDA/rANZANIA

(PO.Box 4012,Morogoro,Tanzan ーa)

RegionaI Forest Seed Centre,ForestResearch Centre

(POBox HG 595,Highlands,Harare,Zimbabwe)

Centre National de SemenoesForestieres

(P.○ .Box 2682,ouagadougou,Burk1na Faso)

Projet National de Semences Forestieres (PRONASEF)

(K m 20, Route de RnfIsque,Senegal)

EI Banco Latinamer1cano de semlllasForestales, CATIE

(Turnalba 7170,Costa R1oa)

このほかにも国レベルのものがPNG やチリなどにあるらしいが、詳しい

ことは分からない。最近では、ほとんどの国に類似の機能をもった組織が

できているように思われるので、それらの組織や、各地の信頼できる種子

取り扱い業者に連絡をとって、産地がはっきりした良質の種子を入手する

ことが大切である。

(1) 種子調達の計画と手順

前述の要領で決めた植栽樹種について、植栽予定面積を考慮して所要の
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種子量を求め、それらの調達司画を作成する。当該国にすでに種子の供給 

体制が確立している場合には、引画に従って担当の組織に種子の分りを依 

頼する。そのような体制がまだ確立していない国ては、次の順序で調達を 

進める。 

在来樹種については、まず次項で述べる地域内の優良林分の結尖に期待 

する。それで不足する場合には、当該国森林局の担当部門か、直接にほか 

の造林プロジェクトに分譲を依頼する。なお、天然分布が広い樹種につい 

て、異なる産地の材料を比較したい場合には、上記の種子センターに依頼 

すれば、他国産の種子を得ることが可能である。 

外来樹種については、地域内に優良な造林地がある場合には、そこでの 

結実の可能性を調査する。併せて、必要に応じて各レベルの種子センター 

に産地の明確な種子の分与を依頼する。 

(2）採種源の選定と記録 

当該植林プロジェクト内および周辺の林地を含めて、主要な造林樹種の 

優良林分（外来樹種については優良な造林地）の所在を調査して、それら 

の所管を確認して種子採取の可否を交渉する。採取が可能であれば採種源 

として記録する0 

(3）種子（果実）の採取・調製・貯蔵 

被子植物の果実は乾果、湿果に大別され、前者は閉果と裂開果に分けられ 

ている。閉果には翼果（または翅果）、堅果、痩果、閉英果があり、裂開果 

には荊果、袋果、豆果がある。一方、裸子植物の果実は球果と多肉果に分け 

られる。樹種ごとにタイプを記載した文献が見あたらないことと、文献によ 

りてタイプが異なるものもあるので、確からしいものを例示するにとどめ 

る。なおここでは、被子・裸子植物に拘わらず、乾果・湿果に区分する。 

t果 (dry fruit) 

閉 果（indehiscent fruit) 
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種子量を求め、それらの調達計画を作成する。当該国にすでに種子の供給

体制が確立している場合には、司画に従って担当の組織に種子の分与を依

頼する。そのような体制がまだ確立していない国ては、次の順序で調達を

進める。

在来樹種については、まず次項で述べる地域内の優良林分の結実に期待

する。それで不足する場合には、当該国森林局の担当部門か、直接にほか

の造林プロジェクトに分譲を依頼する。なお、天然分布が広い樹種につい

て、異なる産地の材料を比較したい場合には、上記の稲子センターに依頼

すれば、他国産の種子を得ることが可能である。

外来樹種については、地域内に優良な造林地がある場合には、そこでの

結実の可能性を調査する。併せて、必要に応じて各レベルの種子センター

に産地の明確な種子の分与を依頼する。

(2) 採種源の選定と記録

当該植林プロジェクト内および周辺の林地を含めて、主要な造林樹穂の

優良朴分 (外来樹種については優良な造林地) の所在を調査して、それら

の所管を確認して種子採取の可否を交渉する。採取が可能であれば採種源

として記録する。

(3) 種子 (果実)の採取・鋼製・貯蔵

被子植物の果実は乾果、緑果に大別され、前者は閉果と裂開果に分けられ

ている。閉果には翼果 (または捌果)、堅果、痩果、閉英果があり、裂開果

には繭果、袋果、豆果がある。一方、裸子植物の果実は球果と多肉果に分け

られる。樹種ごとにタイプを記載した文献が見あたらないことと、文献によ

ってタイプが異なるものもあるので、確からしいものを例示するにとどめ

る。なおここでは、被子 ・裸子植物に拘わらず、乾果 ・湿果に区分する。

乾果 (dry frult)

閉 果 (indehiscent fru")
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翼 果（翅果）(samara ) flalberg;a spp Pterocarpus spp 

堅 果（fluD カシ類、 クリ 

痩 果（achene ) Cowania fnexicaf]a（バラ科） 

閉英果（pod、 legume）マメ科て果皮が裂開しないもの 

例 ネムノキ、デイゴ、クロョナなと 

裂flH -3* (dehisceut fruit ) 

荊果、画(capsule）ユーカJ類、マホガニー、カポノク、ジャカラン 

ダ、Mo, inga oleiiema 

袋 果（k日hde） ハゴロモノキ、Aistonia scholans 

豆 果（英果、英（さや）) podS legume 多くのマメ科樹木 

JR W. (cone) 

マツ利、スギ科、ヒノキ科、アローカリア、モクマオウ 

湿 果（液果、多肉果） (sap fruits succulent fruit) 

核 果（石果）(drupe、 stone ft uit) 

インドセンダン、七ンダン、メリナ、チーク 

策 果（液果) (herry 、 bacca）フトモモ類、アカテツ類、イヌマキ類 

主要な樹種については、開花一結実期とくに種子の成熟期・飛散期など 

を前もって訓査しておく。それらを参考にして、採種源として登録してあ 

る林分については、定期的に開花・結実の状況を調査して適期に採取する。 

開花・粘実期は同じ国でも地域によって異なるし、その年の天候によって 

も異なるが、とくに熱帯ではまちまちなので注意が必要である。例えば、フ 

イリビンにおけるカリンは、採取可能月が地域によって著しく異なり、1月 

から9月にわたっている。これまでに報告されている開花・結実期の事例を 

参考までに表8に引用する。 

採取の方法‘①地上に落ちたものを拾い集める樹木群と”枝からもぎ取る 

樹木郡に大別される。前者は、果実が成熟して自然に落下するものを拾い 

集める群と，果実を振り落として集める群に分けられることもあり、後者 
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翼 果 (超 果 )(saman ー)Da ′berg-a spp ,Ptero でa「pus もpp

堅 県 (nuL) カシ類、クリ

粒 果 (achene)Cmvanla mex に川田 (バ ラ希])

開桑果 (pod、 legume) マメ科て果皮が裂間しないもの

例 ネムノキ、デイゴ、クロヨナなど

裂粥果 {dehーsceni fruit)

前果、 前 (capsule) ユ ー カリ類 、マ ホガニー、カポ ノク、 ジャカラン

ダ、 Mr〕′"】ga o′eばera

袋 果 (fo1ーicle) ハ ゴロモ ノキ、ハ′stoma sc′}o』ar′s

ll 果 (炎果、英 (さや)) pod、 legume 多くのマメ科樹木

1求 果 (cone)

マ ツ料 、 スギ科、 ヒノキ料、 アロー カ リア、モ クマ オウ

婦 果 (液 果、多 -勾果 ) (sap fru1t、 succulent frult)

核 果 (石果 ) (dn1pe 、 stone flult)

イン ドセ ンダン、セ ンダン、 メ リナ、チ ー ク

鞭 黒 (液果 )(berry 、bacca) フ トモモ類、アカテツ類、イヌマキ類

主要な樹種については、開花・結実期とくに種子の成熟期・飛散期など

を前もって調査しておく。それらを参考にして、採種源として登録してあ

る林分については、定期的に開花・結実の状況を調査して適期に採取する。

開花・結実期は同じ国でも地域によって異なるし、その年の天候によって

も異なるが、とくに熱帯ではまちまちなので注意が必要である。例えば、フ

ィリピンにおけるカリンは、採取可能月が地域によって著しく異なり、1月

から9月にわたっている。これまでに報告されている開花・結実期の事例を

参考までに表8に引用する。

採取の方法 .①地上に落ちたものを拾い集める樹木群と" 枝からもぎ取る

樹木郡に大別される。前者は、果実が成熟して自然に落下するものを拾い

集める群と、果実を振り落として集める群に分けられることもあり、後者
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表8( 1 ） フイIJピン（ルソン島中部）における種子（果実〕採取時期 

樹 種 採取時期 備 考 

Anthoceplialus cii:nens,s (カ、ートアンパンカル） 10 ~ 11J] 

Endosperinum peltatum（グハス） 7 ~8 )1 

Eucalyptus deglupta（ノ、グラス〕 1 年中採取可能 

Ghneitha sepiuxn（グリリシディア） 3 ---4 月 

Grnehna aiboiea（イェマネ） 5 ~9 月 

Leucaena Jeucocephala（キンネム） 1 年中採取可能 立木 

Ochruma pyratnidaie（ハルサ） 4 月 立木 

Paxasenanthes 白ka tai Ia（モルッカネム） 6 ~7 1] ウ木 

Pterocaj pus inthcus（ナラ） 9 --loll 

Swietenia macrophylla（マホガニー） 3 ~ 11月 

Tectona grand;s（チーク） 10 - 11月 

功Iex parviuiora（モラぺMolave) 8 ~ 9 月 立木 

ii l この地域の甫季は、 5 !!からI0 月にかけての約6 か月である。 
n2 術考に‘‘立木“と付記した樹神は、普通は立木から採取するロ 

その他の樹種は、活トした果失を採取することもあるロ 

表8(2） ナイジ3:リア（カドナKaduna 周辺）における主要樹種の開花・結実期 

樹 種 開花期 結実期 

Acacia auzicubfoiniis 

A niんtica 

A senegal 

Anogeissus kbcaipus（シクンシ科） 

Azadirachta mdにョ（ニーム、イントセンダン） 

Dalbergia sissuo（シノソー） 

Eucalyptus alba 

E canlaHulensis 

E CIInodui-a 

E ckezmana 

E tei eticornis 

Gniehna arboiea（イェマネ、メリナ〕 

Grevmllea robusta （ハゴロモノキ） 

Khaya senegaknsis 

Pa政mab回obusa 

乃osopms an北ana 

Tamarmndus mnthea 

Tectuna grandms（チーク） 

(4-，この地域の甫手は、 4 fl i4i旬から101! L旬にかけての約6 か月である。 

9 月 12月 

11)] 211 

11月 2 月 

9月 11月 

S 月、12月 7 月、2 月 

9 月 12月 

Il月 2 11 

1211 211 

11月 1月 

9 月 11月 

12月 2 月 

1月 3月 

4 月、10月 7 月、1月 

11月 2 月 

2 月 4 月 

10月 1月 

10月 1月 

10月 1 月 

-58-

表8(1) フィリピン(ルソン島中部)における種子(果実)採取時期

樹 種
Amhocep!}a ′u 面〃7e刀szも{カートアンパンカル)

Endospermum pej【atum( グバス)

Euca′yphis deg′upta( ハグラス)

G!mqd-a se山肌n(グリリシデイア)

Gme 山田 aibo′ea( イエマネ)

Leucae 脳・′eucocepha ′a(キンネム)

oc′1romd pyra′nーda′e(ハルサ )

Paーaserianrねeもね′calm』a(モルツカネム)

Prerocaipus{z}dicus( ナラ)

Sw′etenia macrophy ′な (マホガニー )

Tpdona grand-s( チーク)

V‘zcxparv 前ora( モラベ M()lave)

′11 この地域の雨季は、 5月から10月にかけて
れ 2, 備考に "立木" と付記した樹紳は、普通はげ

この地域の雨季は、 5月から10月にかけての釣 6か月である。
備考に "立木" と付記した樹紳は、普通はげ木から採取する。
その他の楯種は、洛 トした果久を採取することもある。

表 8 {2) ナイジェリア {カドナKaduna 周辺)における主要樹種の開花・結実期

塙 純
Acae 上aaU"cubf 。"}]′s

　 　　　　　　　

A senega ′

Anogei$us ′ek)cmpus( シクンシ科 )

Azad ′rachta′ndーca( ニーム、インドセンダン)

Dajberg ーas′ssoo( シノソー )

　　　　　　　　　　　　　　

E cama ′duiensis

E c‘↑nodora

E,C ′oez!ana

　 　　 　　　　　　　　

Gmej-naa 「boiea( イエマネ、メリナ )

Grevmea robus「a(ハゴロモノキ )

にねaya senega ′ens′s

Parkia b′g′obosa

p′oS()p居 afr′Ca刀a

Tamarjndus md に a

Tec〔onagrand-s( チーク) 10月 1月

件, この地域の雨季は、 4月中旬から10月じ旬にかけての的 6か月である。

　　　　　　

9月
11月
11月
9月

5月、12月

9月
11月
12月
11月
9月
12月
1月

4月、10月

11月
2月
10月
10月
10月

結実期
12月
2月
2月
11月

7 月、2月

12月
2月
2月
1月
11月
2月
3月

7月、1月

2月
4月
1月
1月
1月

採取時期 備 考
io~11 月

7 ~8 月

1年中採取可能
3~4 月

5~ 9 月

1年中採取可能 、Z木
4月 立本

6~ 7月 0木
9~10 月

3~11 月

lo~11 月

8~ 9 月 立木
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表8(3 ） ケニア中部における主要な樹種の種子（果実）探取時期 

樹 種 採取時期 

Acacia nilotwa 2 ~3 月／8 ~ 9 11 

A senegal l ~2 月／ 7 ~8 月 

A tortiifs 7 ～」8月 

Aciocaipus fraxinsfolius 11- 12月 

Azadirachta 加dica（インドセンダン） 4 月／9 ~ 10月 

Cassia町amen（タガヤサン） 乾季 

C spectabjiお 乾季 

Casuarina eqwsetifoiia（モクマオウ） 乾季 

Coi山a abyssinica 乾手 

Crown megalocax pus l ~3 月 

Cupressus Jusitanwa（メキシコイトスキ） 1 ~ 3 li/S - 9 )1 

Delonix regla（ホウオウボク） 1 ~3 月 

Eucalyptus carnaldulen町5 3 月 

E globuius 乾季 

E maculata 乾季 

E panicu白ta l ~3 月／6 ~7 月 

E saiigna 乾季 

Grey川ea robusta （ハゴロモノキ） '-3 月 

Jacaranda rnimosl加Ha（ジャカランダ） 3 -4 月／8 -9 月 

Leucaena leucocephaia（ギンネム） 年「p 

Mark)lamia platycaルx 8 月 

Melia azedai ach（センダン） 5 ~ 6 月 / 12 ~ 1 月 

M voikensn 雨季（?) 

Parkinsonia acuieata l 月 ／6 月 

Pinus patti加 2 ~3 月 

Schinus moile（コショウボク） 1~3 月 

めathodea campanulata（カエンボク） 2 -3 月／8 -9 月 

Tamarindus indica（タマリント） 7 -9 月 

功tex keniensis 6 - 12月 

Zizyphus mauntiana（インドナツメ） 9 月 

Iトー0DA（英国の凶障協力機関）の専門家がケニア山東館のEmbu、 Meru. Isiolo 3県 
で実施したプロジェクトのために編纂した責料で，この地方には平乾燥地からいわゆ 
るハイランドまで含まれる。 4 、 5 月とliftが甫手である。 
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表8(3) ケニア中部における主要な樹種の種子{果実)採取時期

樹 種
ACada m わZ′ca

A sencga ′

A tor山鹿

Ac ・ocaipzis axmifoi ′us

Azad′rac層amd′ca( インドセンダン)

Cass 南祝amea( タガヤサ ン)

C spccrab-』′s

Casuarma eqmse ヴZb"a( モ クマオ ウ )

Cordiaabyssmica

Crot(m me 月a′oca′pus

CuPressus ′usifanira( メキ シコイ トスキ )

Daomx reg7a( ホウオウポク)

Euca ′yp 「us cama ′d‘」′eps!s

E g′obujus

E macーばaな

β panicU ′ata

　 　　　　　　　　

Grev′′′ea robusta( ハ ゴロモ ノキ )

Jacaranda mjmosiiolja( ジヤカラ ンダ)

Leucaena ′eucocepba ′a( キ ンネム )

ル『arkha ロガaP′atyca′yx

~re′′a azedaiac 々 (セ ンダ ン)

M voikei}s〃

Parkmson ーdacu ′caza

Pinus pat川a

schmusmo ′′e( コシ ョウボ ク)

Spamodea campanu ′ata( カエ ンポ ク)

Tamarlndus mdica( タマ リン ト)

yiとexke 刀lens 肥

蜜 zyphus maur-t!ana( イ ン ドナ ツメ ) 9 月

注.ODA( 英国の国際協力機関) の専門家がケニア山東麓の Embu 、Meru 、lbloーo 3県
で実施したプロジェクトのために福擁した資料で、この地方には lr乾燥地からいわゆ
るハイランドまで含まれる。 4、 5月とu 月が雨季である。

採取時期
2 ~ 3 月 / 8~ 9 月

1~2 月 /7~8 月

7~8 月

11~12 月

4 月/9~10 月

乾季
乾季
乾季
乾季

1~ 3 月

1~3 月 /8~ 9 月

1~ 3 月

3月
乾季
乾季

1~ 3 月 / 6~ 7 月

乾季
1~ 3 月

3~4 月 / 8~9 月

年中
8月

5 ~ 6 月 /12~1 月

雨季 (?)
1月 / 6月
2~ 3 月

1~ 3 月

2 ~ 3 月 /8~9 月

7 ~9 月

6~12 月

9月
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は、 立木からもぎ取る群と、倒した本からもぎ取る群に分けられることも 

ある。のは成熟すると間もなく地1 に落ドする、大型の神子（果実）を着 

けるもので、多汁質の液果を着けるAnthocephalus chniensis, 指先人の 

核果を着けるチーク、メリナ、ニーム、 Vitex spp など、大きな豆果（サ 

ヤ）を着けるタイヘイョウテツボク、ホウオウホク、アメリカネムなど、人 

きな朔果を着けるマホガニーなと、またハ不のついた中～大型の果実を杵 

けるカリンやフタハガキ引の樹木なとが含まれる。 方②には、朔果に細 

かい種fか人っているユーカJ 類、成熟するとサヤか割れて称子がこほれ 

落ちる多くのマメ科の樹木、例えばキンネム、モルツカネム、キンキジュ、 

Parkinsonja aculeaf aなど、成熟すると果実が開いて小型の種子が自然に 

落ちるマツ類、モクマオウ、ハルサなど、地ヒに落ちるとすくに果肉が腐 

る中～小型の核果を着けるサクラ属樹木などかあるか、木が高くなると地 

l でのもぎ取りは困難になるので、可能な場合には木を倒してもぎ取る。① 

は齧歯類（ネズミなと）や昆虫の食害を受けないうちに、またあまり濡れ 

ないうちに拾い集める必要があり，②は種子が落ちないうちに、また核果 

ては果実が落ちないうちに少し早めに採取する必要がある。 

熱帯の樹木種子も、生理的な特性によって2つのグループに大別される。 

1つは、乾かして含水率をドげても活力を失わないorthodox seedsで、他 

は合水率が約25％をわると活力を失うl ecalciti-ant seedsである。後者は 

desiccation sensitive seedsともよばれる。前者については、結実した機 

会に、予算・労力の許す範囲で出来るだけ多く採取するようにつとめ、適 

切な調製を行った後、所定の条科で貯蔵しておく。寿命の短い後者につい 

ては、採取した後十分な活力があるうちに播き付けを行う。いずれの場合 

にも、採取した種子に付いては必ず記録を作成する。記載すべき事項は、樹 

種名、採取場所（造林地の場合、原産地が分かっていれば記載）、採取年月 

口、果実の重量または容積、種子精選年月口、精選種子の重量および容積、 

貯蔵条件、貯蔵開始年月日、払い山し記録などで、払い出す場合には必ず 

樹種名と採取場所（＋原産地）を添える。 
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は、立イ・からもぎ取る群と、倒した小からもぎ取る町に分けられることも

ある。(リは成熟すると間もなく地 目こ渚ドする, 大別の神 f {果実) を着

ける もので、 多汗質の液果 を着け る An[hocepha ′ubchinc ′}s′s、指先人の

核 果 を着 け るチー ク、 メリナ、ニーム、 V′肥x bpp な ど、大 きな 豆果 (サ

ヤ) を着けるタイヘイヨウテツボク、ホウオウホク、アメリカネムなど、人

きな湖黒を着けるマホガニーなど、またハネのついた中~ 大型の果実を着

けるカリンやフタハガキ科の樹木などが含 まれる。 ▲ノバリには、朔果に細

かい種 か人っているユーカリ鯨、成熟するとサヤか割れて種子がこぼれ

落ちる多くのマメ料の樹木、例えばキンネム、モルツカネム、キンキジュ、

Parkmso ′7′a ac川鍋【aなど、成熟すると果実が開いて小型の種子が自然に

落ちるマツ敷、モクマオウ、ハルサなど、地圭二に落ちるとすぐに果肉が腐

る中~ 小型の核果を着けるサクラ属樹木などがあるが、木が高くなると地

上でのもぎ取りは困難になるので、可能な場合には木を倒してもぎ取る。①

は醤歯類 (ネズミなど) や昆虫の食害を受けないうちに、またあまり濡れ

ないうちに拾い集める必要があり、⑦は種子が落ちないうちに、また核果

ては果実が落ちないうちに少し早めに採取する必要がある。

熱帯の樹小村「 も、生理的な特性によって 2つのグループに大別される。

1つは、乾か して含水ヰ{を下げても活力を失わない orthodox seeds で、他

は含水率が約 25 % をわると活力を失う1ecalc1trant seeds である。後者は

desiccation sonsltlve seeds ともよばれ る。 前者 については、結実 した機

会に、予算・労力の許す範囲で出来るだけ多く採取するようにつとめ、適

切な調製を行った後、所定の条件で貯蔵しておく。寿命の短い後者につい

ては、採取した後十分な活力があるうちに橋き付けを行う。いずれの場合

にも、採取した種子に付いては必ず記録を作成する。記載すべき事項は、樹

種名、採取場所 (造林地の場合、原産地が分かっていれば記載)、採取年月

日、果実の重量または容積、種子精選年月ロ、精選種子の重量および容積、

貯蔵条件、貯蔵開始年月日、払い出し記録などで、払い出す場合には必ず

樹種名と採取場所 (十原産地) を添える。
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マツ類，多くのユ“～カJ類の種子はoy thodox な種子である0 これらの種 

子は、気乾状態で密閉して- 18℃におけぱ15年も効果的に貯蔵できたと 

いう報告があり、力法さえ適切であれば、かなりの長期間にわたって貯蔵 

することができる。マメ科の種子も、いわゆる硬粒のものが多く、一般に 

は寿命が長いとされているが、Cedrehnga catenaeんTm isのように 

I Cc a Ici t rant な性質をもつものもある。一方、乾燥できない種子の代表的 

なものはフタバガキ科(Diptetocat paceae）の種子（厳密には果実）で、 

短いものは1週間くらいで活力を失うとされている。アローカJ ア類では、 

Aiaucana hunstein,,（クリンキーパイン）、A bidwilin（ヒロハノナン 

ョウスギ）、A araucana （チリーマツ〕、A angusti旬Ha（パラナマツ） 

の4種の種子は後者で、含水率が25 -40％以－Fに下がると活力を失う。－一 

方、A cunninghamn（ナンョウスキ）とA columnansはoi thodox と 

されている。同し科のAga this spp （インドナギ類）の種子もrecalcitrant 

とされている。 

乾燥してもよい樹種群の種子は、調製後少なくとも気乾状態にしてから 

缶やジャーなどに入れて、できれば低温(0。 C 前後）で貯蔵する。とくに 

気温で貯蔵する場合に含水率が高い種子を密閉した容器に人れるのは危険 

で、こういう種了はむしろ紙袋か布袋に入れるほうがよい。乾燥すると急 

速に活力を失うような「ecakI tran t な種子は、活力を失わない程度の水分 

（樹種によって異なるが、約40 %）を保ちなから、低温に置く。フタバガ 

キ科の2、 3の樹種では、1ST が良いとされている。インドセンダン 

(Azadirachta ,nthca)やハゴロモノキ（Grevillea robusta）の種子も乾 

燥に弱いとされているが、後者は10 %以トの含水率であれば2年間は貯蔵 

可能だとする報告もある。 

以下、2、 3の樹種群について果実・種子の取り扱い方を述べる。 

マツ類、多くのユーカリ類の種子は o}thodox な種子である。これらの種

目よ、気{吃状態で密閉して‐18oCにおけば15年も効果的に貯蔵できたと

いう報告があり、方法さえ適切であれば、かなりの艮期間にわたって貯蔵

することができる。マメ料の種子も、いわゆる硬粒のものが多 く、一般に

はズ≠命 が 長 い と され て い るが 、 Cedre 加増 a c頭 e′1aef{)rmーsの よ う に

疋caーcitrantな机質をもつものもある。一方、乾燥できない種 子の代表的

なものはフタバガキ料 (Diptelocal paceae) の種子 (厳密には果実 ) で、

短いものは 1週間くらいで活力を失うとされている。アローカリア類では、

Aia ucar!a hunsre “〃′ (ク リンキーパイ ン)、 A bjdw 耳目」 (ヒロハ ノナ ン

ヨウスギ )、 A a「aucana( チ リーマ ツ )、 A angust{fo ′ja( バ ラナマ ツ )

の 4種の種子は後者で、含水率が 25~40% 以下もご下がると活力を失う。一

方、 A cunningham 〃 {ナ ンヨウスキ ) と A co′um nans は o1thodox と

されている。 r司し科の Agat′us spp( インドナギ類) の種子もrecalcitrant

とされている。

乾燥してもよい樹柿糟の種子は、調製後少なくとも気乾状態にしてから

缶やジャーなどもこ入れて、できれば低温 (ooC 前後 ) で貯蔵する。とくに

気温で貯蔵する場合に含水率が高い種子を密閉した容器もこ人れるのは危険

で、こういう種マはむしろ紙袋か布袋に入れるほうがよい。乾燥すると急

速もこ活力を失うような recalc1trantな種子は、活力を失わない程度の水分

(樹種によって異なるが、約40%) を保ちながら、低温に置く。フタバガ

キ料の 2、 3の樹種では、 15oC が良い とされている。 イン ドセ ンダン

(Azad ーrac 旧 a md ′ca) やハ ゴロモ ノキ (Grev" ′ea robusta) の種子 も乾

燥に弱いとされているが、後者は10% 以ドの含水率であれば2年間は貯蔵

可能だとする報告もある。

以下、2、 3の樹種群について果実・種子の取 り扱い方を述べる。
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マツ類，鱗片が開く前に採取Lた球果を、適当なトレイなどに広げて人H 

乾燥し、種子を取り出す。手で採んで翅を離した後、箕などで風選し、そ 

の後、1-2 週間風乾してから貯蔵する。1年以内に播く場合には、密閉容 

器に入れて冷暗所に保存する和度でよいが、数年間貯蔵したい場合には冷 

蔵庫（2"C 前後〕に保管する。 

ユーカリ類 荊果が開く前に採取し、マツ類の場合と同しように天日で乾 

燥し、開いたら強く振動させて良い種子が完全に落ちるようにする。樹種 

によって種了の大きさは著しく異なる（表9）のて、対象とする種子の大き 

さに応じて適切なメノシュの飾でより分けたり、風選でゴミやシイナを除 

く。微少な種子の場合には、やや大型のゴミだけを飾で除く程度にする。い 

ずれの場合にも、I -2 週間風乾Lてから貯蔵する。数年間貯蔵したい場合 

にはやはり低温(0ロC前後）におくほうがよい。 

マメ科樹木 英が開く前に採取し、ゴザなどに広げて天口乾燥し、開いたら 

棒などで叩いて種子を落し、飾でより分ける。貯蔵する前にはやはり風乾し 

たほうがよく、また保存中に柿子害虫が発生することが多いので、その防除 

のために二硫化炭素なと’の殺虫剤で燻蒸する必要があるが、取り扱いが難し 

いので、近くの研究機関などに依頼して処理してもらうほうがよい。 

液果をつける樹木類：果肉が多汁質のものは採取後なるべく早く種子を取 

り出す。例えば、Anthocephalus cinnens,sの果実は、採取後すぐに金網 

などにこすりつけて果肉を取り除く。この操作はmac erat ion とよばれ、こ 

れに用いる器具はmacerator とよばれる。この場合、果実を一昼夜水に漬 

けて果肉を柔らかくするとマセレーションを行い易い。この樹木の種子は 

ごく小さい（約100 -300 万村ノkg）ので、果肉パルプから注意深くより分け、 

2日間ほど風乾してから貯蔵する。メリナやセンダン類、Endospennum 

peltatum、 インドナツメなどの果実は、果肉の状態によって1昼夜から数 

日間水に噴けた後にマセレーションを行い、種子を果肉から取り分ける。 
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マツ類 .鱗片が開く前に採取した球果を、適当なトレイなどに広げて大H

乾燥し、種子を取り出す。手で棟んで遡を離した後、質などで風選し、そ

の後、1~2 週間風乾してから貯蔵する。1年以内に撒く場合には、密閉容

器に入れて冷暗所に保存する科度でよいが、数年間貯蔵したい場合には冷

蔵庫 (2℃前後) に保管する。

ユーカリ類 ,効果が開く前に採取 し、マツ類の場合と同しように天日で乾

燥し、開いたら強く振動させて良い種子が完全に落ちるようにする。樹種

によって種了の大きさは著しく異なる (表9) のて、対象とする種子の大き

さに応じて適切なメノシュの綿でより分けたり、風選でゴミやシイナを除

く。微少な種子の場合には、やや大型のゴミだけを綿で除く程度にする。い

ずれの場合にも、1~2 週間風乾してから貯蔵する。数年間貯蔵したい場合

にはやはり低温 (OQC前後) におくほうがよい。

マメキキ樹木 英が開く前に採取し、ゴザなどに広げて大ロ乾燥し、開いたら

棒などで叩いて種子を落し、縄でより分ける。貯蔵する前にはやはり風乾し

たほうがよく、また保存中に柿テ害虫が発生することが多いので、その防除

のために二硫化炭素などの殺虫剤で嫌蒸する必要があるが、取り扱いが難し

いので、近くの研究機関などに依頼して処理してもらうほうがよい。

液果をつける樹木類 :果肉が多汁質のものは採取後なるべく早く種子を取

り出す。例えば、Anごねocepha′us c′}mensーsの果実は、採取後すぐに金網

などにこす りつけて果肉を取 り除く。この操作は maceration とよばれ、こ

れに用いる器具は macerator とよばれる。この場合、果実を一昼夜水に漬

けて果肉を柔らか くするとマセレーションを行い易い。この樹木の種子は

ごく小さい(約100~300 万粒/kg)ので、果肉パルプから注意深くより分け、

2日間ほど風乾してから貯蔵する。メリナやセンダン類、 Endospermum

pejra山川、インドナツメなどの果実は、果肉の状態によって 1昼夜から数

日間水に漬けた後にマセレーションを行い、種子を果肉から取り分ける。
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(4）種子の品質検査 

種子を効率的に便うためにはその発芽率(germination percentage）を 

知っておく必要がある。例えば、ポソトに種子を直か播きする場合には、発 

芽率によって播く粒数を加減しなければならないし、苗床に種子を播き付 

ける場合にも、発芽してから余分な間引きをしなくてもすむように、発芽 

率によって播き付け量を加減する。純度(purity ）も調べておくにこした 

ことはないが、苗床に播き付けることが少ないので、播き付け量を計算す 

る要囚として必要とされることは少ない。いずれも国際種子検査協会が定 

めている規約によるのがよいが、其体的な方法が定められている熱帯樹種 

が少ないこと、施設・器具が揃っていないことなとで、原則だけを参考に 

して行わさるを得ない。 

検査の力法は温帯樹木種子の場合と全く同じであるが、発芽試験器や発 

芽I'llなどがないことは普通であるし、電気さえきていないこともあるから、 

たいていは単なる差しかけ小屋(shed）か、よくてガラス室の中で、播き 

付け箱なとを使って土か砂に播き付けることになる。このほうが実際の発 

芽率に近い結果が得られるが、時間は長くかかる。 

発芽試験は100 粒×4組で行うのが正式ではあるが、大粒種子の場合、施 

設が狭い場合などには、50粒× (4組～2組）など適宜に規模を縮小して行 

う0 熟帯・亜熱帯の樹種の種子には生理的休眠を示すものは少ないようで 

あるが、マメ科樹木の硬粒種子のような物理的休眠を示すものは多いから、 

こういう種子は、それぞれに適切な発芽促進処理を行った上で試験する必 

要があるロ実際には後[-1、大量の種子を処理するための方法を検討する良 

い機会である0 なお土や砂に播く場合には、覆七が厚くなりすぎないよう 

に注意する。普通には種子の大きさと同じ程度の厚さにする。 

(5 ）発芽促進法 

これまで造林に使われてきた熱帯・亜熱帯樹種の種子には生理的休眠は 

あまり知られていないが、最近各地で有用な在来樹種が取り上げられるに 
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(4) 種子の品質検査

種 子を効率的に使うためにはその発芽率 (gennInat【onpercentage) を

知っておく必要がある。例えば、ポソトに種子を画か*番きする場合には、発

芽率によって才清く粒数を加減しなければならないし、苗床に種子を描き付

ける場合にも、発芽してから余分な間引きをしなくてもすむように、発芽

率によって撒き付け量を加減する。純度 (pur1ty) も調べておくにこした

ことはないが、苗床に播き付けることが少ないので、描き付け温を計算す

る要因として必要とされることは少ない。いずれも国際種子検査協会が定

めている規約によるのがよいが、具体的な方法が定められている熱帯樹種

が少ないこと、施設 ・器具が揃っていないことなどで、原則だけを参考に

して行わさるを得ない。

検査の方法は温帯樹木精子の場合と全く同じであるが、発芽試験器や発

芽皿などがないことは普通であるし、電気さえきていないこともあるから、

たいていは単なる差しかけ小屋 (shed) か、よくてガラス室の中で、描き

付け箱などを使って土か砂に描き付けることになる。このほうが実際の発

芽率に近い結果が得られるが、時間は艮くかかる。

発芽試験は100粒×4組で行うのが正式ではあるが、大粒種子の場合、施

設が狭い場合などには、50粒× (4組~2 組) など適宜に規模を縮小して行

う。熱帯・亜熱帯の樹種の種子には生理的休眠を示すものは少ないようで

あるが、マメネキ樹木の硬粒稲子のような物理的休眠を示すものは多いから、

こういう種子は、それぞれに適切な発芽促進処理を行った上で試験する必

要がある。実際には後 H、大量の種子を処理するための方法を検討する良

い機会である。なお土や砂に橘〈場合には、覆土が厚くなりすぎないよう

に社意する。普通には種子の大きさと同じ程度の厚さにする。

(5)発芽促進法

これまで造林に使われてきた熱帯・亜熱帯樹種の種子には生理的休眠は

あまり知られていないが、最近各地で有用な在来機種が取り上げられるに
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つれて、発芽しにくいものもあることがわかってきた。例えは、アフリ力 

の季節林地4ftに分41するTex minalia brownv、 Meha voikensi,, 

Anogeassus lelocarpusなどがその例で、これまでのところ発芽しにくい 

ことが知られている。T brownnについては、産地によって発斗に難易かあ 

るらしい。M voikensuについては、発“促進方法が試みられてはいるが、 

必ずしも効果的とはいえない。A lejocarpus については発斗促進力法は知 

られていない。これからも、取り上げられる有来樹種が増えるにつれて、こ 

のような事例が増える可能性かある。 

一方、マメ科の樹木が多く、それらのほとんとの種子はいわゆる硬粒（硬 

実）で、何らかの方法で種皮に傷をつけるか、硫酸で処理したり、熱湯で 

処理しないと発芽しないか、マメ科の樹木以外でも硬粒種子と思われるも 

のがある。表9に主要樹種の発芽促進力法を収録したが、硬粒の程度は樹種 

によって異なるのは当然として、同じ樹種でも産地・系統さらには親木に 

表9 主要樹種の種子粒数と発芽促進方法 

樹 種 

Acacia slhida 
A aur,cubfornas 
AIllョ』g」um 
A nilotica 
A senegal 
A tort,ljs 
Albizia kbbek 
Anacarthum occ:dentale 
Anogeissus Jeiocarpus 
A nthocephalus chinensis 
ルauCaria coon"]帥awl] 
A hunste,nu 
同（はねを取った種子） 

A zadirach ta inthca 
Ca/Sandra calothyrsos 
Cassia slamea 
C spectabdis 

Casuarna equisetiloha 
Cedrela odorata 
Croton mega/ocarpus 
Cupressus lusi tanica 

DaThergia sissoo 
Eucalyptus camaldu/ensis 

E citriodora 

粒数/ kg 処理万法 平均発芽率 

20,400 - 40,000 
8.200ノ- 89.200 

40.000 --- 70,000 
1.700ノ- 11,000 
7,900ノ- 33,000 

12,000 - 16,100 
6,000 - 16,000 
175- 300 

112,000 - 120,000 
1,000,000 - 2,600.000 

L9加－~3,4叩 
1,700 - 1,8加 

2,000 - 2,500 
2,8叩ノ～63叩 
14,000 - 21,400 
9,900ノ- 45,000 
31,000 - 35,000 
183,000/l,000,000 
30,000 -227,200 

1,700 
7,200 -250,000 
12,000 - 52,800 

90000 - 2,200,000 
108,000 - 1,240,000 

浸耽酸（2> 45-75% 
40-関% 

80% 
60～駅）% 

70 -100% 
45 -80% 
50-85% 
"-叩％ 
30- 70% 

30 - 70% 

水浸12時問 35-65% 

熱滑 (り 
直硫酸(1);t4h u ) 50-85% 

熱潟（1〕 15-50% 
不要 30 -70% 
不要 印～蹣％ 

不要 95% 

不要 25-印％ 

直硫酸(3) 70- 100% 
不豊 55-叩％ 

水浸 12時間 印～叩％ 

つれて、発芽しにくいものもあることがわかってきた。例えば、アフリカ

の 季 節 林 地 帯 に 分 布 す る Te ′m′〃可′a brown ‘i、 Me 』ia vo!ke′}si′、

Anoge ーssus ′e-oca「pus な どがその例で、 これ までの ところ発 芽 しに くい

ことが知られている。 T brow" 〃については、産地によって発芽に難易があ

るらしい。 M vo!kensi′については、発芽促進方法が試みられてはいるが、

必ずしも効果的とはいえない。 A ′eーocarpus については発芽促進方法は知

られていない。これからも、取 り上げられる有来樹種が増えるにつれて、こ

のような事例が増える可能耀かある。

一万、マメ科の樹木が多く、それらのほとんどの種子はいわゆる硬粒 (硬

尖) で、何らかの方法で稲皮に傷をつけるか、硫酸で処理したり、熱湯で

処理しないと発芽しないが、マメ科の樹木以外でも硬粒種子と思われるも

のがある。表9に主要樹種の発芽促進方法を収録したが、彼粒の程度は樹種

によって異なるのは当然として、同じ樹種でも産地・系統さらには親木に

表9 主要橋種の種子粒数と発芽促進方法

樹 租
Arac」a dibida
A aurlcuね命rm」s

A mangmm

^ n′′orーCa

A senega ′
A 【ort′1」s

A′bーz‘a′ebbek
Anacard 』um 択)c′dentafe

Anogelssus je‘ocdrpus

Anfh ば epha′uschinenbfs

Arduca “acun 力′ngねam′′
A hunslemn

同 (はねを取った種子)
Azadi「acilla indlca

ca〃‘a“driira′otbyた別 s
Cass′as′amea

C spec「abiJ‘s

Casuar′"a cqu′setiあれa
Cedreja odora【a

Croron mega!ocarpUS

Cupressus ′ー」sitanにa

Da′bergla s』SSOO
Eu‘a′yptuscama ′dU′ens上s

E citnodora

粒数 /kg

20,400~40,000
8,200/~89,200

40,000~70,000

1,7α)/~11, 仰 0

7,9餌 /~33,000
12,GOO~16,100

6,0閲 ~16,000
175~300

112,OW~120,000

1,0側 ,000~2,6 仰 ,側 0
1,900~3,400
1,700~1,8 仰

2,000~2,5 仰

2,8駅)/~6,3 ㈹

14,000~21,400
9,900/~45, 仰 0

31,000~35, 仰 0

183,0似}△ ,側 0,OW
30,000~227,2 閲

1,7伽
7,200~250,000

12,000~52,800
90仰 0~2,2 餌 ,000

108,000~1,240,000

処理力法 平均発芽率

演戯破{2) 45~75%
濃硫酸(2),熱・論漫") 40~ 節%
満場(2},漁船欄℃:ー影}) 80%
濃硫酸 (1):部湯(1) 閑 ~冊 %

濃硫酸(2) 70~lm%
濃硫酸(2) 45~ 助%

虞硫酸{1、2),満船(i) 50~85%
水浸 綿 ~90%

濃硫酸(?) 30~70%
不要
才・要 30~70%

不変

水浸 12時間 35~65%
熱湯{?)

濃硫酸(1):蔀湯(1) 50~85%
熱湯(1) 15~50%
不要 30~70%
不要 50~85%
不要 95%
不要 25~ 帥%

濃硫酸{3) 70~lm%
不要 55~ 馳%

水洗 12時間 団 ~ 囲%
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表9（つつき） 

樹 種 

Et ?oeflafl,I 

F deghipta 
E g ?obu/w, 

Egrail山、 

とniicrot/ieca 

E panic u/ala 

Eiob,i,,ta 

E sahgrid 

Ere」e白CIII 

EIme "ian a 
E iiiophy山 
Gui c/ma arbarea 

aevi//ed robusla 

Khaya sm PgaIen国s 

Leucaenakucoccplia?a 

Ale/ia azedarac/i 

Octomejes sunialraiia 

ル「d5eiaiil lies 白五atana 

馬rk,a big/obosa 

乃nus caribaea var 

/iu,idiirensis 

P inn kusu 
P oocarpa 

P palU加 

P rathata 
ProsaPI,,a功cana 

P jii/illb'a 

Pterocarpus indaus 

Sesban,a gra "di flora 

S sesban 

bwietenia macrap加i/a 
Tan,anndus ,ndica 

Tectona gianths 

Terniinaba calappa 
T ivorens,s 

Trip? ad Won sckI OX3'iOii 

zgyphus ,naunhiana 

村数Jkg 

141,000 - 3,605,000 
1,400,000 - 4,210,000 
70,000 - 350,000 

覗鰍）l290a0 - 3,M叫〕) 
200,000 - 450.000 

332,900 -336900(-190gl0) 
羽5.1朋u皿叫トII伽臓）) 

25.000 - 2,000,000 
90,000 -4,000,000 

263,0叩～800,0m 
210,000 - 456,000 

400 -3,000 

51,000 -150,000 
2500/3,200 - 18000 

13,000 - 34,000 

475-2,800 
4 .000,000 

40,900 ~ 50,000 

2800- 5,000 

46,000ノ- 200,000 

28,000-59,000 
38,000 - 78,000 

88,000 - 140,000 

28,000 - 37,馴0 

2,90(】ノ6,500 

8,000 - 32,000 

1.l加ノ2,100 
17 000 -20.000 

2,000 - 2,500 

700-2600 

1250-3,100 

150 -860 

5500-6,600 

3,000 

650-3,500 

処理方法 

水械12時四 

不要 

不要 

不要 

不要 

不要 

不要 

水S 12時問 

水浸 12時川 

不要 

不要 

小要 

1 要 

水浸 12時間 

熱鴻（D 

不要 

不要 

熱湯‘沸l島(I) 

直硫酸(1) 

平均発井率 

45-切% 

35-65% 
切～叩％ 

35-65% 

70-300% 

30-70% 

45-関% 

55-90% 

55-80% 

30-70% 

40-別% 

J0-90% 

70-100% 

50 -85% 

55-85% 

60謂％ 
水浸 15時問 70- I叩％ 

不要 印- 70% 

水浸15時間 70-100% 
不要－冷処理(60日） 

冷処岬(1-3週間） 80% 
濃硫酸 30分 42% 

価つけ，直確酸（7) ＆〕～舶％ 

弧il(l),直破酸30分 30-70% 
不変 跖～9O% 

不要 

不要 70% 
沸滑(2),直破酸加分 30-70% 

「木馴縫の剛乱－末肥嚇問 印～助％ 

水隣・乾燥の繰り返し 

不要 

Ii一l この表はvon Carlowitz (1986）を中心に調製した。 
2 kgあたりの種子の村数はいろいろな文献でかなり異なっており、従ってこの表の数 

宇もおよその範囲を小すものである。 
3 ユーカJ勤についてはFAQ (3972〕の数字を中心に瞥耳した。ユーカIの種子に 

はcl,a“と呼ばれる不稔の必珠が多量に含まれており、柏選の程度によ-JてI/I 位重 
量あたりの種I数はかなり変動する。 

4 ．処理方法の説明 

湊硫酸（1) 5 -IS分；同（2 ) 20 -30分，同（3 ) 45 -60 分 
(?） 時問はその都度決める，処理後は~分に水洗し一晩水浸。 

熱 湯 熱湯(50 ℃？）に12時間浸漬する； ('）時間はその都度決める。 
沸 湯（I） 沸騰水に潰けて、そのまま冷却する。 
沸 湯(2 ) 沸瞬水に3 -5 分間漬ける。 

吸水‘陽光乾燥の繰り返し 2 . 3 日おきに繰り返す方法と、 lト］ごとに繰り返す 
方法とある。 

不要一とされている樹種でも一晩水に浸してから播くほうがよい。 
5 .発サ率も種子の条件によってまちまちであり、 十記の数字はおよその範囲を示す。 
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表9( つつき)

樹 補
　　　　　　　　　　

E dぐg′ー′pM
　 　　　　　　　　

E grd〃dK
　 　　　　　　　　　

ど p‘m に一‘まほ
ど iobuhta

だ』月′′grid

E rejetに{刀n′も
E rm 可′′dna

　　　　　　　　　　　　　

(;rile′ina arbored
Gjev′′′d rob【‘" 口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

!βucaer】a′eo‘ocep′i詔d
ん座れd azed‘}rad ー

odt)me にb unヱ旧rari‘ヱ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

pdrねぐj b一g!oboqd
Prrius cdrめdea var

boridore"S′S
P 川で′★u′I

　　　　　　　
Ppatu ′a
P rdd′ara

　　　　　　　　　　　　　　　

pノ‘“′"old

Pterorarpu rn山‘us
se~ぬdoid grar】d一′7orzz

　　　　　　　　　

w だ「eoiarr1dcropby ′な
rama 〃′mtis′rmlca

　　　　　　　 　　　　　　　　

Ter刀1′r7aねd‘a【appd
　　　　　　　　　　　

Trip!odiitoo sc′eioxyjor1

Zも聖 pb 第 旦1a-Ur′≠iaoa

対数 ノkg

141,000~3,605000
1,400,000~4,210,0【}0

70,000~350,000

612,伽0{2鱒棚 ~3,鯛 ,仰ぬ}
200,000~450,000

=2DOむ一33600。←一460,。QO)

4ー5,mo(M0,鯛 、1馴 化P)

25,000~2,000,000

90,000 、 4,000,000
2b3・OGO~80QOO0

2ー0,000~45(),000
400 、 3,000

51,000~150,000

2500/3,200~18000
1,,()00~34,000
475A 」2,800

4,000,000
40,900~50,000

2,800~5,000

46,000/~200,000

28,000~59,000

38,000~78,000
88,000~140,000

28,000~37,540

2900/6,500
8,000~32,000

1,loo/2,100
17000~20,000

2,000、 2,500
700* 」2600

1,250~3, ー00
150~860

5500~6,600

3,0開
6う0~3,500

処理方法 平均発芽率
ー ー ー

水屍 12時期! 45~ 箭%
不要
不要
不要
不要
不要
不要

水没 12時圏
水没 12科料1ョi

不要
不要
不要
イ・要

水凝 12時間
熱湯(1)
不要
不要

親湯‘前湯(1)
液硫酸(1)

水没ー5時間
不要

水浅 15時間
不要:冷処理(閑日)
冷処理(1~3週間)
濃硫酸 30分

傷つけ:嬢硫酸(?)
j鮫島"),虞硫酸 30分

不要
不要
不要

虎湯(2)縦硫酸 30分
岐水陪元奉鏡の繰り返し,永浸婚澗

水浸・乾燥の繰り返し
イ・要

35~65%

綿 ~90%

35~65%
70~ 」節 %

30~70%

45~ 閑 %
55~ 網 %

55~ 即 %

30~70%

40~80%

JO~90%
70~1 仰 %

50~85%

55~85%

団 ~90%

75%

70~1 仰 %

釦 ~70%
70~1 の %

総%
42%

恥 ~90%

30~70%

85・ 90%

70%
30~70%
団 ~80%

il-1 この表は von Cdrーowltz(1986) を中心に調製 した。

2 ,kg あたりの種子の対数はいるいるな文献でかなり異なっており、従ってこの表の数
γもおよその範囲をォ、すものである。

3 ユ一方り類については FA0(i972) の数字を中心に整理した。ユーカリの種子に
は dlaf1と呼ばれる不稔の旧・珠が多量に含まれており、梢逐の程度によって単位重
量あたりの越す数はかなり変動する。

4. 処理方法の説明
膿硫酸 (1) 5~15 分 ;同 {2) 20~30 分 ,同 (3) 45~60 分

{ ?) 時間はその都度決める ,処理後は ↑分に水洗し一晩水浸。
熱 湯 熱湯 (50℃ ?) に 12時間浸直する ;( ?) 時間はその都度求める。
沸 湯 (1) 沸騰水に漬けて、そのまま冷却する。
薄 湯 (2) 沸騰水に 3~5 分間漬ける。
吸水・1陽光乾燥の繰り返し 2、 3 日おきに繰り返す方法と、 I H ごとに繰り返す

方法とある。
.不要 " とされている樹棚でも一晩水に浸してから掃くほうがよい。

5. 発芽率も種子の条件によってまちまちであり、「記の数字はおよそ「記の数字はおよその範囲を示す。
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よっても異なるだけでなく，また年によっても‘成熟の度合によっても異 

なるのが普通であるから、この表に小されている処理の程度はおよそのU 

安を示しているに過ぎない。実際には、f垂子のロノト 0ot ある年にある 

場所で採取された均質な種子の集団）ごとに少量のサンプルをとって、適 

切な処理法（主に処理時問）を決めることが必要である。 

種皮に傷をつける最も簡単な力法はnipping またはscarifica tin n とよば 

れており、少量の場合には、ラジオベンチ、金ヤスリ、小刀、釘などで種 

皮の一端を切り取ったり、種皮に小さな穴を開けるが、肝とくに幼根を傷 

付けないように注意する。まとまった量の種子を傷付け処理する場合には、 

scariuier （磨傷機）とよばれる器具（例えば石白、乳鉢など）を用いる。 

硫酸処理は、種子を濃硫酸に所定の時間浸漬した後、プラスティック製 

などの網を用いて硫酸を除き、種子表面を水て完全に洗い流す。しかし硫 

酸は取り扱いか厄介なので、まず熱湯法を試みて、促進効果が得られ、ば、 

それによるほうがよい。熱湯法には、①水に種子を人れて加熱、所定の温 

度に達したところで火を止める方法、②沸騰水に種子を投げ入れてそのま 

ま冷却する方法、③網篭に入れた種子に沸騰水をかける力法、などがあり、 

硬粒の程度によって使いわけられている。 

3 ）苗木の種類と育て方 

い）ボット苗 

熱帯諸国では、植栽にあたって根系をできるだけ傷めないように、各種 

のポットを用いて苗木を育てるのが普通で、このような苗木を他のタィプ 

の苗木に対してポソト青I (potted seedling）とよんでいる。乾季のあると 

ころでは、雨季にはいって間もなく植栽するが、甫の降り方が不規則なこ 

とが多く、サイトに植えられた苗木は強い日射と高温に曝されるから、有 

苗中につくられた根系が、植栽後もそのま、引き続き機能して、できるだ 

け早く・深く、そして広く根を張ることが望ましいわけである。 
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よっても異なるだけでなく, また年によっても, 成熟の度合によっても異

なるのが普通であるから、この表に小されている処理の程度はおよその11

安を示 しているに過ぎない。実際には、種子のロノト (lot ある年にある

場所で採取された均質な種子の集団) ごとに少量のサンプルをとって、適

切な処理嚇そ(主に処理時間) を決めることが必要である。

種皮に傷をつける最 も簡単な方法は nli)pmg または scar-ficぞit1on とよば

れてお り、少量の場合には、ラジオペンチ、金ヤスリ、小刀、金1などで種

皮の一端を切 り取った り、種皮に小 さな穴を開けるが、胴・とくに幼根を傷

付けないように注意する。まとまった量の種子を傷付け処理する場合には、

scarifIer(暦傷機) とよばれる器具 (例えば石r]、乳鉢など) を用いる。

硫酸処理は、種子を濃硫酸に所定の時間浸潰した後、プラスティック製

などの網を用いて硫酸を除き、矛市子表面を水て完全に洗い流す。しかし硫

酸は取り扱いが厄介なので、まず熱湯法を試みて、促進効果が得られ・ば、

それによるほうがよい。熱湯法には、①水に種子を入れて加熱、所定の温

度に達したところで火を」上める方法、②沸騰水に種子を投げ入れてそのま

ま冷却する方法、③網轍に入れた種子に沸騰水をかけるノパ去、などがあり、

硬粒の秤度によって使いわけられている。

3) 苗木の種類と育て方

(1) ポット苗

熱帯諸国では、植栽にあたって根系をできるだけ傷めないように、各種

のポットを用いて苗木を育てるのが普通で、このような苗木を他のタイプ

の苗木に対してポ ソト苗 (potted seedllng) とよんでいる。乾季のあると

ころでは、雨季にはいって間もなく植栽するが、雨の降り方が不規則なこ

とが多く、サイトに植えられた苗木は強い日射と高温に曝されるから、育

苗中につくられた根系が、植栽後もそのま・引き続き機能して、できるだ

け早く・深く、そして広く根を張ることが望ましいわけである。
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ポフト育苗事業における人きな問題は、苗木育成の都度多量のボソト用 

土が必要なこと、苗畑から植栽地への運搬・植救地内での小運搬が大変な 

ことであるか1 ポソト内下部で根が巻く現象も将来の生育過程で深刻な後 

遺症を残すとされており、これらの問題を解決するためのいろいろな試み 

も行われている。 

〔D ポノトの材質 

ポノトは無色透明・半透明、または黒色のポリエチレンフィルム製の袋 

状のものが多いが、チューブ状のものを適当な長さに栽断しているところ 

もある。チューブの場合には底がないロまた素材には塩化ビニールフィル 

ムも使われており、ほかに屑ベニヤや竹などを用いている例もある。黒色 

フィルムは、ポソト内での藻類の生育を抑え、根の成長にも良いとされて 

いるが、育苗期間が短い場合にはあまり大きな違いはなく、材質は手に人 

りやすさと価格によって決めればよい。 

いつ頃から普及しはじめたものかはっきりしないが、欧米ではroot 

trainer と総称する1種のポットが賞川されているC これには硬質の筒型ポ 

ットを連結したタイプ、発泡スチロールのブロックにポットに替わる空洞 

(cavity) を並べたタイプ、あるいは健々のポットをトレーに挿したタイプ 

などいろいろあり、各種のプラスティックスが素材とされている。roo t 

traine「 は、広く使われているポリエチレンフィルムのポソトで育てた苗木 

における巻き根の形成を抑えるのが狙いのーつである。 

② ポットのサイズ 

ポソトのサイズはまちまちであるが、最も普通に使われているものは、平 

たく畳んだ状態で屯U（横〕 x 6in（縦）、用土を人れると直径65cm、深さ 

15cm のポットになる。底つきの場合には、水が抜けるようにボット下部に 

小穴を開ける。 
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ポソト育苗事業における大きな問題は、苗木育成の都度多量のポソト用

土が必要なこと、苗畑から和裁地への運搬・植栽地内での小運搬が大変な

ことであるが、ポント内 -ド部で根が巻く現象も将来の生育過程で深刻な後

歳症を残すとされており、これらの問題を解決するためのいろいろな試み

も行われている。

q) ポノトの材質

ポ ノトは無色透明 ・半透明、または黒色のポリエチ レンフィルム製の袋

状のものが多いが、チューブ状のものを適当な長さに穀断しているところ

もある。チューブの場合には底がない。また素材には塩化ビニールフィル

ムも使われており、ほかに屑ベニヤや竹などを用いている例もある。黒色

フィルムは、ポソト内での藻類の生育を抑 え、根の成長にも良いとされて

いるが、育苗期間が短い場合にはあまり大きな違いはなく、材質は手に人

りやすさと価格によって決めればよい。

いつ頃か ら普及 しは じめたものかはっきりしないが、欧米では root

tramer と総称する 1種のポットが賞用されている。これには硬質の筒型ポ

ットを連結 したタイプ、発泡スチロールのブロックにポットに替わる空洞

(cavity) を並べたタイプ、あるいは個々のポットを トレーに挿 したタイプ

などいろいろあ り、各種のプラスティックスが素材 とされている。 root

traーner は、広 く使われているポリエチレンフィルムのポソトで育てた苗木

における巻き根の形成を抑えるのが狙いの一つである。

② ポットのサイズ

ポントのサイズはまちまちであるが、最も普通に使われているものは、平

たく畳んだ状態で4in(横)x6in( 縦)、用土を入れると直径65cm 、深さ

15cm のポットになる。底つきの場合には、水が抜けるようにポット下部に

小穴を開ける。
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底つきポットの場合、根がポットの内面に沿って巻く傾向があり、こう 

いう根は植え付ける直前に剪定するように指導されているが、根を切るこ 

とによって士が崩れ、折角ポットで育てた効果が薄れてしまうし、手数も 

かかるので、実際にはあまり剪定されてはいないのが突態てある。一方、チ 

ューブに用士を詰めた底なしのポットをそのまま地面に置くと、士中に伸 

びる根をしばしば剪定しなけれはならないので、ポリエチレンシートなど 

をポットのドに敷く方法も取られているが、経費もかかるし、ポソトの下 

縁に沿りて、底つきのポソトの場合と同様の巻き根ができる場合もあって、 

効用があるとは言いがたい。 

底なしポ2トのこのような欠点に対処するために、地面から10cm ほど離 

して固定した金網のートに底なしポットを並べる方法があり、これによって 

ポットの下面に突き出た根端は萎縮、枯死する。いわゆる自然根切り（air 

pruning）で、先端が止まった根では元のほうで分岐が促され、側根が増 

える。近年欧米で開発されているtoot trainerは、前述のようないろいろ 

なタイプの筒型空洞に比較的軒軟な合成培上を詰めて苗を育てるように考 

案されている。空洞は下端が抜けているために、床面との間をあけておけ 

ば前述のような自然根切りが起こる。構造は、ブロックに空洞をくり抜い 

たものから、ポットを連結したタイプのもの、穴のあいたトレーにポット 

を挿入するものなといろいろで、サイズも多様である。基本的には空洞の 

内壁に縦に突起があり、横に仲びた根は突起にあたると下向きになり、結 

局は下端の開口部に達して自然根切りを受ける。伸長した根端が空洞の内 

壁に触れた場合に化学的に根が切れるように炭酸銅などの薬剤が塗布され 

ているものもあるらしい。また、ブロックタイプのものには、苗木ド部の 

空気の動きを促し、地下部の温度上昇を抑えることを狙って、 4 個の空洞 

の中央に空気抜けを開けているものもある。ほかにもいろいろなタイプの 

root trainerがあり、運搬しやすい、活着が良い、何回も繰り返し使用で 

きるなどの長所はあるが、初期投資領がかさむという欠点はある。 
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ば前述のような自然根切りが起こる。構造は、ブロックに空洞をくり抜い

たものから、ポットを連続 したタイプのもの、穴のあいた トレーにポット

を挿入するものなどいろいろで、サイズも多様である。基本的には空洞の

内壁に縦に突起があり、横に仲びた根は突起にあたると下向きになり、結

局は下端の開口部に達して自然根切りを受ける。伸長した根端が空洞の内

壁に触れた場合に化学的に根が切れるように炭酸銅などの薬剤が塗布され

ているものもあるらしい。また、ブロックタイプのものには、苗木 ド部の

空気の動きを促し、地下部の温度上昇を抑えることを狙って、 4個の空洞

の中央に空気抜けを開けているものもある。ほかにもいろいろなタイプの

root tralnerがあり、運搬 し )すい、活着が良い、何回も繰 り返し使用で
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(3、 ポソト用「 

ポノトに詰める上にもいろいろな組成が不されているが、近くの林地の 

表層L壌と砂を4 1くらいの割合で混ぜるのが普通である。この割合は表 

層上のL性によって変える必要かあり、砂質の場合には砂の割合は減らす 

か、令く加えない。要するに、潅水した水がうまく浸み込み、しかも、植 

救時にボノトを外した時に簡単に崩れない程度の粘りけをもたせることが 

必要である。水の浸み込みをよくするために、ポノト用土の上面にlCIII く 

らいの厚さに砂を入れることもある。1/10 容くらいの］I「肥や厩肥を混ぜる 

こともあり、少量の粒状または粉状の化成肥料をポノトの下部に入れるこ 

ともある。マツ類なとの菌根菌問題、根粒樹木の場合の根粒菌（広義）に 

ついては別項(p85 -p88）で述べる。 

④ 播き付け 

ポットに直接種子を播いて、そのまま苗木にする方法と、 旦播き付け 

箱に播き、発芽後早い時期にポットに移植する方法とある。粒播きできる 

くらいの人きさの種子で、発斗率が50％またはそれ以上あれば、ポットに 

直接播くほうがよく、発芽率が50 -75％ならばポットあたり2粒、75％以 

上であればポットあたり1粒を播き、3週間後に芽出しの状況をみて、2本 

出ている場合には1本を出なかったボットに移植、残った不発芽のポットに 

は改めて播き付ける。播き付け箱に播いて移植する方法のほうが労力・経 

費ともかさむが、多くのユーカ3や、Anthocephalus chinensisのような 

徴細な種子の場合には普通後者によっている。なおブラシルでは、ユーカ 

リの微細な種子をポットに直播きするための道具（semeador manual）が 

考案されているという。 

⑤ 移植 (transplanting, pricking out) 

播き付け箱で発芽した芽生えは、適期にポットに移植する。樹種により、 

また気候条件によっても異なるが、マツ類やマメ科樹木では発芽から3-7 
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ポノトに詰める Lにもいろいろな組成が示されているが、近くの林地の

表層 f:壌と砂を4:1 くらいの割合で混ぜるのが普通である。この割合は表

層七の 1;性によって変える必要があり、砂質の場合には砂の割合は減らす

か、全 く加えない。要するに、潅水した水がうまく浸み込み、しかも、植

栽時にポノトを外した時に簡単に崩れない程度の粘りけをもたせることが

必要である。水の浸み込みをよくするために、ポ ノト用土の上面に lcm く

らいの厚さに砂を入れることもある。1/10客くらいの堆肥や厩肥を混ぜる

こともあり、少量の粒状または粉状の化成肥料をポノトの下部に入れるこ

ともある。マツ類などの菌根澱問題、根粒樹木の場合の様粒菌 (広義) に

ついては別項 (p85~p88) で述べる。

包め 描き付け

ポットに直接種子を掻いて、そのまま苗木にする方法と、 員描き付け

筋に掻き、発芽後早い時期にポットに移植する方法とある。粒播きできる

くらいの人ききの種子で、発芽-率が 50% またはそれ以上あれば、ポットに

直接掃くほうがよく、発芽率が50~75% ならばポットあたり2粒、75% 以

上であればポットあたり1粒を描き、3週間後に芽出しの状況をみて、2本

出ている場合には 1本を出なかったポットに移植、残った不発芽のポットに

は改めて描き付ける。描き付け箱に描いて移植する方法のほうが労力・経

費 ともか さむが、多 くのユー カリや、 A 崩れocep わa′uschinens 鳶の ような

微細な種子の場合には普通後者によっている。なおブラシルでは、ユーカ

リの御療11な種子をポットに直播きするための道具 (semeadormanual) が

考案されているという。

⑥ 移植 (transplanting 、 prlckingout)

掃き付け箱で発芽した芽生えは、適期にポットに移植する。機種により、

また気候条件によっても異なるが、マツ類やマメ科樹木では発芽から3~7
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日後にわうのがよいとされている。播き付け箱に長くおくと根が長くなり、 

側根も増えて移植しにくくなるし、地上部も大きくなって話着しにく 、な 

る。移植後は十分に潅水し、その後7 - 10 日は日覆（相対照度で約60％の 

遮光率となるようなもの）をわう。 

⑥ 日W (shadrng) 

微少な種子の播きィ」け床や、移植した後の斗牛えには日覆をかけるのが 

普通である。現地では、 草を編んたり、竹や引き割板を適当な間隔でつな 

いで用いることが多いが、寒冷紗があればそれに越したことはなく、その 

場合には可動式にして、大候によって適宜に取り外すようにする。とくに 

降「I」時には、 14$滴が集まって害を与える恐れがあるので取り外すべきであ 

る。草、竹、木材を使う場合には、光不足で徒長を起こしがちなので注意 

を要する。できれば相対照度を引り、60 -70％くらいの光条件にする。ま 

た、季節風がとくに強いところでは、や、長めにかけておくほうがよいと 

されている。 

⑦ ff 水 (watering、 irngation ) 

移植後10 F-I間くらいは、有日早朝と午後遅くに潅水を行う。潅水量を具 

体的に示した指針は少ないが、例えば3’ノnl2ノ回、 または降水量にして5mm! 

日という数字を示したガイドラインがある。これは平均的な基準潅水量で、 

気候条件によっても異なろうが、移植直後のiか水は5P/mソ回（降水量に換 

算すると5mmノ回）程度で2 回行うのが適当と思われる。いずれにしろ、 

潅水後の用上表面の水の浸透状況をよく観察して、過湿にならないように 

注意する。この期問の後は，それぞれの気象条件によって適切な潅水を行 

うことが望ましいが、季節林地帯の乾季であれば、この後は、同量の潅水 

を毎日行うこととし、山出しIか月前から1日1回あるいは隔日に減らして、 

苗木の反応を見ながら加減をする。 

タイ王室森林局で出されている育苗技術指針（Kuerkool 1991）による 
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注意する。この期間の後は、それぞれの気象条件によって適切な潅水を行
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と、マツ類、ユーカ)類の育苗については、10日以後は隔日に潅水するよ 

うになっており、ユーカJ 類についてはさらに、山川し前1か月は耐乾性 

を高めるために潅水を減らすように規定されている。この指針がどのよう 

な環境に植栽する場合を想定したものであるか明記されていないが、おそ 

らく、季節林地帯を対象にしたものと思われ、比較的マイルドな条件下で 

さえこのような配慮がされていることは注目に値する。 

このような育苗指引をいくつか調べた範囲では、いずれにしても潅水の 

具体的な指針は示されていないか、示されている場合にも多い目であり、現 

地の潅水の仕方を見ると、実際にはさらに過剰に潅水されていることが多 

い。実際の育苗にあたっては、潅水旦をどの程度まで減らすことが可能か、 

注意深く検討する必要がある。 

⑧ 除草（weeding) 

苗床に直播きして裸根苗（またはスタンプ苗）を育てる場合にも、除草 

は早め早めに行うべきであるが、ポットに直播きする場合や、移植された 

ポットについては、とくに早めに除草することが望ましい。さもないと、芽 

生えが草と一緒に引き抜かれかねない。 

⑨ 消毒（distnfec tion ) 

ポットで育成されている苗木は、潅水時に一時的に冠水状態になりがち 

で、そのために苗床の場合よりも病菌に侵されやすい。一罹病すると防除 

が極めて難しいので、平生から注意深く観察し、できるだけ罹病する直前 

に消毒を行って発生を抑えるように努める。なお、羅病性は樹種によって 

異なり、とくに病害を受けやすいものがあるので、そういう樹種について 

は定期的に消毒を行うほうがよい。ナイジェリアでの経験によると、Park;a 

biglobosa の先枯病（斑点病）は一旦かかると直りにくいので、毎月2回消 

毒を行ったという。 
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具体的な指針は示されていないか、示されている場合にも多い目であり、現

地の潅水の仕方を見ると、実際にはさらに過剰に潅水されていることが多

い。実際の育苗にあたっては、潅水星をどの程度まで減らすことが可能か、

注意深く検討する必要がある。

⑧ 除草 (weeding)

苗床に直播きして裸根苗 (またはスタンプ苗) を育てる場合にも、除草

は早め早めに行うべきであるが、ポットに直播きする場合や、移植された

ポットについては、とくに早めに除草することが望ましい。さもないと、芽

生えが草と一緒に引き抜かれかねない。

⑨ 消毒 (disLnfection)

ポットで育成されている苗木は、潅水時に一時的に冠水状態になりがち

で、そのために苗床の場合よりも病菌に侵されやすい。一雁病すると防除

が極めて難しいので、平生から注意深く観察し、できるだけ椛病する直前

に消毒を行って発生を抑えるように努める。なお、擾病性は樹種によって

異なり、とくに病害を受けやすいものがあるので、そういう樹種について

は定期的に消毒を行うほうがよい。ナイジェリアでの経験によると、Park-a

big′obosa の先枯病 (斑点病) は一旦かかると迫りにくいので、毎月 2回消

毒を行ったという。
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ci 根切り (root-pruning, undercutting) 

底なしのボットを用いた場合には、発芽後IO「1もすると根が地中に仲ひ 

るようになるので、定期的にポットを持ち上げて、仲び出している根は勢 

定する必要がある。この労力を省くために、プラスティソクスのシートを 

敷いた上にポノトを並べることも行われている。底があるポソトの場合に 

も、水抜き用に開けてある小穴から時に根が伸び出すので注意を要する。ち 

なみに、温度‘水分条件により異なるか、熟帯の普通の条刊では、根はlII 

あたり2-3cm くらい伸長するとみてよさそうである。 

(2）スタンプ苗（根株苗） 

普通の苗床で育て、適当な大きさになった苗木を掘り上げ、被陰トでス 

タンプ苗(stump, stump seedling）にする。スタンプ苗は、長さ20 ~ 

25cm に切り詰めた1種の裸根苗で、地上部は2, 3個の芽を残すようにし 

て約Scm に切り詰め、地下部も主根を切り詰め、側根もそぎ落とす（図3)~ 

スタンプ苗として適当なサイズは、根元直径が1- 25cm とされている。 

最もよく知られている例はチーク（Tectona grandis）である0 タイでは、 

乾季の後半の2月から4月にかけて苗木を掘り上げてスタンプ苗とし、地面 

を掘り下げた1種の土室あるいはコンクリート槽に砂に埋めて格納し、塩ビ 

バイプなどの空気抜きを立てて、簡単な屋根をつけて植栽時期まで数か月 

も貯蔵している。筆者が見たものは約Sm >< 2m ×深さbllの土室で、72'000 

G 
図S スタンプ苗の餌製方法：チークの例 
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も貯蔵している。筆者が見たものは約 5m ×2m ×深さ lm の土室で、72,ooo

図 3 スタンプ苗の調製方法 :チークの例
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木ノ室のスタンプ苗が格納されていた。このようにして調製・貯蔵されたス 

タンプ苗は、甫季にはいって間もなく掘り出され、植執されるが、苗畑か 

ら掘り上げてすぐに植執された場合よりもかえって活着がよいといわれる。 

わが国ては馴染みのない苗木の形態であるが、育成も容易であり、何よ 

りも取り扱い・持ち運びが容易なので、適用できる樹種はできるだけスタ 

ンプ苗によるのがよい。たたし、育苗面積は裸根苗の場合と同じで、ポッ 

ト苗の場合よりは大きくなる。これまでにスタンプ苗が適用できるとされ 

ている樹種は次のとおりで、南緑林に分4Iするものが多い。なお、半乾燥 

地のように降雨が不規則な地域で、運悪く降njの間隔があまり長くなるこ 

とがあると、活着率が著しく低下することがある。つまり、降雨が不規則 

な地城では、植え込む時期の判断が成否を分けるロ 

アオギリ科 Tnplochiton scieroxylon 

ア カ ネ科 Adma cordlんha. Nauciea diderr;chii 

ウ ル シ科 Anacardium occidentale, Spondias mangiたTa 

キワ タ科 Born bax rna]abaxicun]. 

Born bacopsis quinata, Ce/ba pentandra 

キョウチクトウ科 A /s加川a siw 

クマツヅラ科 Grnelina axborea、 Tectona grandis 

クロウメモドキ科 Maesopsis ernini; 

ク ワ 科 Chiorophora exceisa 

シクンシ利 Terrninaha spp 、 Conocarpus iancifohujs 

センダン科 Azadirachta ;ndica、 Cedrela spp 、 Khaya spp 、 

Lovoa spp 、 Toona ciliata 

トウダイグサ科 Bischofia javanica 

ノウゼンカズラ科 Tabebuia rosea 

フタバガキ科 llopea odorata、 Shozea talura, Vabca odorata 

マ メ -I Acacia spp 、 Albizia iebbek、 Cassia spp 

Dalbeigia spp 、Delonix regia、 Erythnna spp 
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水/≦≦のスタンプ苗が格納されていた。このようにして調製・貯蔵されたス

タンプ菌は、雨季にはいって間もなく掘り出され、植栽されるが、苗畑か
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わが国ては馴染みのない苗木の形態であるが、育成も容易であり、何よ

りも取り扱い・持ち運びが容易なので、適用できる樹種はできるだけスタ

ンプ菌によるのがよい。たたし、育苗面積は裸根苗の場合と同じで、ポッ

ト青-の場合よりは大きくなる。これまでにスタンプ苗が適用できるとされ

ている樹種は次のとおりで、雨緑林に分ね1するものが多い。なお、半乾燥

地のように降雨が不規則な地域で、運悪く隆rfiの間隔があまり長くなるこ

とがあると、活着率が著しく低下することがある。つまり、降雨が不規則

な地域では、植え込む時期の判断が成否を分ける。

アオギ リ科 Tnpk)c ′liron sc′croxylon

ア 力 ネ 料 Adlna cordlfoila 、 Nauc 王ea dldernchll

ウ ル シ ヂト Aimcardmm ocddenta ′e、 sPondias man g′fe ra

キ ワ タ 科 Bombax majaba ′′cun1 、

Bombacops ーs qmnata 、 Ce ′ba pei1tandra

キョウチクトウ科 A為[on′a spp

クマ ツヅラ科 Gn・el毎日 aiborea 、 Tectonagrandls

クロウメモ ドキ科 Maesopsis em ー胆′

ク ワ ボト Cil′oroPhora exce!sa

シク ンシ牙i Terminal ・a sPP 、 ConocarPuslanclfoilus

セ ンダ ン科 Azad 」rachfa !n山 ca、 Cedre ′a spp 、 Khaya spp 、

Lovoa spp 、 Too 刀a cllla ta

トウダイグサ科 B′schofla ノavan‘ca

ノウゼ ンカズ ラ科 Tabebuia rosea

フタバ ガキ科 ヱlopea odorata 、 Sho ′ea ta′ura 、 Vanca odorata

マ メ 料 ACac ′a sPP 、 A1biz・a jebbek 、 Cass な sPP

Dajbe ・gfa spp 、 De 』onix regia 、 Eryfhr!na spp
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Gliricidia sepiuni、 Leucaena )et;cocephala 

Parasezian flies 血lcatax,a, Pleiocarpus spp 

Xyha app 

ミソハギ科 Lagerstioenna speciosa 

ムラサキ科 Cm tha aiiiodora 

(3）裸根苗 

スタンプ苗が適用できる樹種は、育て方や大きさによっては裸根苗I bare 

rootCed ) seed!ing、 operi-root(ed) seedling] でも植栽できそうである 

が、小規模には各所で試みられていたものの、その規模はこれまでのとこ 

ろごく小さかった。しかし文献によると、オーストラリアのクインズラン 

ドではカJビアマツを裸根苗で植栽しており、とくにマツ類で裸根苗力式 

が最近増加しているという。 

(4）山引き苗 

フタバガキの大木から種子を採取するのは極めて難しいし、とくに一部 

の樹種のように種子の寿命が極端に短いものでは、かりに種子を採取した 

り、拾い集めることができたとしても、苗畑で播き付けて苗木を育てるこ 

とが難しいので、白然条件で林内などに発生‘り・育している稚樹一山引き 

苗(wiIdling、 vilding）を利用することが多い。フタハガキ類以外でも、 

天然林では一般に種子を採取することが難しいので、山りI 苗を用いるこ 

とが多いが、たいていは－』Fl苗畑に搬入して、ポソト苗として順化してか 

ら植栽に用いるのが普通である。林内なとに更新した稚樹は、普通露地よ 

りは弱い光環境下で育りていることが多いから、苗畑に移した後しばらく 

は日覆をかけ、山山し前にはまた硬化処理が必要なので、順化には少なく 

とも数か月を要する。 
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G′jr′dd ′a spp ‘um 、 LeUcder 以 ′euc 。cepha ′a
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j(y′Ja SPP ・

ミソ ハ ギ 料 Lagershoem ′a spCqosa

ム ラサ キ料 Coid 填 可"odora

(3) 裸根苗

スタンプ苗が適用できる樹種は、育て方や大きさによっては裸キ良品ーbare

root(ed) 肥 edllng 、 open‐root(ed)s eedllng] で も舶載で きそ うである

が、小規模には各所で試みられていたものの、その規模はこれまでのとこ

ろごく小さかった。 しか し文献によると、オース トラリアのクインズラン

ドでは力リビアマツを裸根n~で植栽しており、とくにマツ類で裸穣苗ノJ式

が最近増加しているという。

(4) 山引き苗

フタバガキの大木から種子を採取するのは極めて難しいし、とくに一部

の樹種のように種子の寿命が極端に短いものでは、かりに種子を採取した

り、拾い集めることができたとしても、苗灯"で描き付けて苗木を育てるこ

とが難しいので、「1然条件で林内などに発生・生育している雅樹一山引き

前 (w1ldling、 WL1dmg) を利用することが多い。フタバガキ類以外でも、

天然林では一般に種子を採取することが難しいので、山引き苗を用いるこ

とが多いが、たいていは唱日苗畑に搬入 して、ポソト菌として順化 してか

ら植栽に用いるのが普通である。林内などに更新した椛樹は、普通露地よ

りは弱い光環境下で育っていることが多いから、苗畑に移した後しばらく

はH覆をかけ、山出し前にはまた硬化処理が必要なので、順化には少なく

とも数か月を要する。
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(5）挿し木苗 

挿し木による増殖が可能な樹種はいろいろ知られているが、事業的な苗 

木育成に挿し木苗(rooted cutting、 steckling) が実際に応用されている 

樹種はそれほど多くない。普通、チーク、メリナは発根しやすく、ユーカ 

リ類は発根しにくいとされているが、ブラジルやコンゴで大規模に植栽さ 

れているユーカリ類(F, alba,E grandis、 K sahgna、E urophyliaな 

ど）では、萌芽枝からの挿し木が用いられている。タイでは、これまでの 

ところ不稔とされている導入種Casuarina jungiiuhn,ana（モクマオウの1 

種で、インドネシア原産）の苗木育成に、木化した小枝を用いて挿し木繁殖 

を行っている。5ppmのIBA で処理すると80 - 95％の発根率が得られる 

といわれる。マメ科樹本にも挿し本の可能なものが多いが、とくにグリリ 

シディア（Glincidia sep/urn)やデイコ類（Erythxina spp ）は挿し木発根が 

極めて容易で、直I市しさえできることでよく知られている。また、カJ ン 

(Ptercca;pus ,ndicus）も発根しやすく、挿し木苗の育成が可能である。 

（付）各論 

マツ類、ユーカJ類は、アジア、アフリカ、ラテンアメリカの全熱帯、亜 

熱帯において各地で広く植救されており、またチークも、アジアの各地お 

よびアフリカの―一部で長い造林の歴史がある。従って、それぞれの環境に 

応じて、育苗・植栽技術も独自の開発が行われており、それそれに体系化 

もされ、いろいろなマニュアルが作成されているはずであるロそのような 

マニュアルの実例があるので、 2 例を抜粋的に紹介する。 

① タイ国王立森林局傘下の苗畑における育苗技術指針（抄訳） 

タイ国王立森林局では、1965年からデンマークの協力を得て、チークの 

育種を開始し、1969年からはさらにマツ類の育種も開始した。これらの技 

術協力と平行して、林木種子の生産ー管理体制の整備も進み、チークにつ 

いては1972年当時、すでに選抜されたプラス木から芽接ぎによって育成さ 
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れた探種木で採種園が追成されでおり、開花・結実が始まっていたし、マ 

ツ類についても間もなく同様の事業が開始された～ 1970年代の後半には、 

ユーカ1類も含めたより包括的な種子供給体制の方向が固まり、その事業 

が全国的に実施されていた。最初に始められたチークについてはすでに20 

年余の歳月が経過し、このような採種園からいわゆる育種種子が着4と生 

産されているものと推量していたが、残念ながら、その体制は必ずしも十 

分に括用されてはいないらしい。いずれにしろ、現在までに王立森林局の 

管轄下だけで50を越える苗畑センターがあり、それそれが50カ本から100 

万本の苗木を生産しているといわれる。それらの苗畑センターにおける青 

苗事業の指針をまとめた報文があるので、その要点を紹介する（主に 

Kuez-kooi (1991）による）。 

［マツ類］ 

マツ類（ケシアマツ、カJビアマツ）の播き付けは普通10月から11月に 

かけて行われ、翌年6月から8月にかけて山出しできるようになる。 

播き付け 

マツ類の種子は、ケシアマツ‘メルクシマツの天然林またはマツ類の造 

林地の表土でつくったlm >K 4rn の床にばらまきし、川砂を05cm くらいの 

厚さにかける0 播き付け床には普通2m の高さの口覆用の枠がつくられてい 

るから、適当な日覆で相対照度を約50％に調節する。播き付け後7 - 10 日 

で85 -90％が発芽する。ケシアマツの種子の場合、4mzに400g (Igあた 

り約55粒）を播くと、およそ16,000 本の芽生えが得られる。潅水は、発芽 

するまでは毎日、朝と午後に行う。発芽後は朝だけ潅水すれば十分である0 

移植 

芽生えは発芽後約2週間で移植する。この時期の芽生えの苗高は5 -6cm 

で、2、 3本の側根が出ている（注‘側根が出る前のほうが移植しやい）。芽 
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ツ類についても間もなく同様の事業が開始された。1970年代の後半には、

ユーカリ類も含めたより包括的な種子供給体制の方向が固まり、その事業

が全国的に実施されていた。最初に始められたチークについてはすでに20

年余の歳月が経過し、このような採捕園からいわゆる育種種子が着々と生

産されているものと祖坦していたが、残念ながら、その体制は必ずしも十

分に活用されてはいないらしい。いずれにしろ、現在までに王立森林局の

管轄下だけで50を越える苗畑センターがあり、それぞれが50カネから100

万本の苗木を生産しているといわれる。それらのだr競=センターにおける育

苗事業の指針をまとめた報文があるので、その要点を紹介する (主に

Kuerkool(i991) による)。

[マツ類]

マツ類 (ケシアマツ、力リビアマツ) の描 き付けは普通 10月から 11月に

かけて行われ、翌年6月から8月にかけて山出しできるようになる。

播 き付け .

マツ類の種子は、ケシアマツ ・メルクシマツの天然林またはマツ類の造

林地の表土でつ くった lm x4m の床にばらまきし、川砂を05cm くらいの

厚さにかける。描き付け床には普通2m の高さの日覆用の枠がつくられてい

るから、適当な日覆で相対照度を約50% に調節する。描き付け後7~10 日

で 85~90% が発芽する。ケシアマツの種子の場合、4m2 に 400g(1g あた

り詔J55粒 ) を描 くと、およそ 16,000本の弁′Eえが得 られる。潅水は、発芽

するまでは毎日、朝と′F後に行う。発芽後は朝だけ潅水すれば十分である。

移植 ・

芽生えは発芽後約2週間で移植する。この時期の芽生えの苗高は5~6cm

で、2、3本の側根が出ている (注.alリ根が出る前のほうが移植 しやい)。芽
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牛えは、 ト部に水はけ用の小孔を開けた、直径9cm（普通よりは大きいよ 

うに思われる）、高さ17cm のポリエチレンのポットに移植する。ポフトの 

士にも、近くのマツ天然林または造林地の表」を使う。 

山出しまでの管理 

移植を終えたポノトは、相対照度が約60％の日覆の下に移す。移植直後 

の10目間は旬日午前と午後に潅水し、その後は隔Hに潅水する。なお、移 

抽したポットの上面に川砂を約lcm くらい敷いておくと、潅水した水の浸 

透がよく、苗立枯病(damping-off) の防ii.にも有効であり、また除草も 

しやすい。移植後およそ5 -6 か月で山出しできるようになるが、この間、 

遮光量の調節が可能なら次第に相対照度を上げ、遅くとも山川し1かJ］前に 

は日覆を完全に外して直射日光に馴らしておく（硬化処理）。また、2か月 

ごとに苗高に応じて並べ変えを行いながら、土中に伸びている根があれば 

勢定する（注‘ この並べ変え作業は必ずしも必要ではなく、むしろ手のか 

け過ぎといえないこともないが、労カか許せば、苗木の管理上、とくに山 

出しの際に役立つ）。 

［ユーカ’類］ 

揺き付け 

P2. camaidulensis は、マツ類の場合と同様の床にばらまきによって播き付 

ける。ただし、用土には砂質土がよく、種子が小さいので、均一に播くた 

めに食卓塩の容器などを利用すると便利である。播き付けの時期は普通10 

月から12 月で、8g/m2 (igあたり約500 粒）の種子を播き、細かい川砂を 

03mnlくらいの厚さにかける。 

播き付け後約3週間して、本葉を2、 3枚展開した芽生えをポットに移植 

する。ポット用上には天然林の表土が最もよいが、入手が難しい場合には、 
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生えは、ド部に水はけ用の小孔を開けた、直径9cm( 普通よりは大きいよ

うに思われる)、高さ 17cm のポリエチレンのポットに移植する。ポ ソトの

土にも、近くのマツ天然林または造林地の夫 Lを使う。

山出しまでの管理

移植を終えたポノトは、相対照度が約 60% の日覆の下に移す。移植直後

の 10「Hillは毎日午前と′白熱こ7鐸水し、その後は隔Hに潅水する。なお、移

れれしたポットの上面に川砂を約 lcm くらい敷いておくと、潅水した水の浸

透がよく、苗立枯病 (dam p1ngfoff) の 1坊 ILにも有効であり、また除草 も

し )すい。移植後およそ 5~6 か月で山出 しできるようになるが、この間、

遮光量の調節が可能なら次第に相対照度を上げ、遅くとも山出し1か月前に

は日覆を完全に外して直射ロ光に馴らしておく (硬化処理)。また、2か月

ごとに苗高に応じて並べ変えを行いながら、土中に伸びている根があれば

殉定する (主. この並べ変え作業は必ずしも必要ではなく、むしろ手のか

け過ぎといえないこともないが、労力が許せば、苗木の管理上、とくに山

出しの際に役立つ )。

[ユーカリ類 ]

掃き付け .

E ama′dujens′sは、マツ類の場合と同様の床にばらまきによって掃き付

ける。ただし、用土には砂質土がよく、種子が小さいので、均一に描 くた

めに食卓塩の容器などを利用すると便利である。撒き付けの時期は普通 10

月から12月で、8g/m2(1g あたり約500粒) の種子を播き、細かい川砂を

03mm くらいの厚さにかける。

移植 :

播き付け後約 3週間1して、本業を2、3枚展開した芽生えをポットに移植

する。ポット用上には天然林の表土が最もよいが、入手が難しい場合には、
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粘土、砂、もみがら炭、HF肥を混ぜて適当な用~を調製する。これらの混 

合割合は、得られる上の上刊や肥沃度によって決める（ 

山Ihしまでの管理 

育て力はほぽマツ類に準ずるが、成長が速いので、ポットの並べ変えと、 

それにともなう根切りは1か月ごとに行う。苗木は移植後4 -S か月でU」出 

しできるようになる。苗木の酎乾性を高めるため、山出し1か月前には潅水 

星を減らし、直射光トて育てる。 

［チーク］ 

播き付け 

タイでは、普通南手の初め、4月から5月にかけて播き付ける。播き付け 

床は幅1~2m 、高さ30cm くらいに需り上げ、2 ~ 3cnl の深さの溝を8-

10 本作り、これらの溝に沿って種子を播き付ける。播き付ける密度はまち 

まちであるが、経済的な理由から、1m2 あたり500 粒（約it/rn'）を播くの 

がよいとされている。播き付けた種子には普j瓜 よく砕いた十または川砂 

をかけ、その上をイナワラかイネ科草本などで薄く覆うが、オガクズやも 

みがら炭をかけてもよい。雨季中も必要に応じて、また雨季が終わった後 

は必ず潅水を行う。除草も絶えず行う必要があるか、とくに発芽初期には 

念人りに行う。 

掘り上げ‘スタンプ苗つくり 

普通には播き付けから約10か月で掘り上げが可能になる。掘り上げた苗 

木はシエードハウス（屋根だけのものと、周囲を囲んだものとある）に移 

し、ここでスタンプ苗にする。その方法については別項(p72）を参照さ 

れたい。 

② パプアニューギニア（以下PN G ）におけるマツ類の造林（抜粋） 

PNG のマツ類造林マニュアルは極めて懇切・丁寧で、これだけで1冊の 
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粘土、砂、もみがら炭、堆肥を混ぜて適一な"= を調製する。これらの混

合割合は、得られる上の上竹や肥沃皮によって決める

山出しまでの管理

育てノJはほぼマツ額に準ずるが、成長が速いので、ポットの並べ変えと、

それにともなう根切りは1か月ごとに行う。苗木は移植後4~5 か月で山出

しできるようになる。苗木の耐乾竹-を高めるため、山出し1か月前には潅水

屋を減らし、直射光 卜て育てる。

[チーク]

ず措き付け・

タイでは、普通雨季の初め、4月から5月にかけて描き付ける。描き付け

床は幅 1~2m 、高さ30cm くらいに盛 り上げ、2~3cm の深さの溝を 8~

10本作り、これらの溝に沿って種子を掻き付ける。描き付ける密度はまち

まちであるが、経済的な理由から、 lm2 あた り500粒 隊JII/m ) を播 くの

がよいとされている。播き付けた種子には普通、よく砕いた-ー」または川砂

をかけ、その上をイナワラかイネ料草本などで薄く覆うが、オガクズやも

みがら炭をかけてもよい。雨季中も必要に応じて、また雨季が終わった後

は必ず潅水を行う。除草も絶えず行う必要があるが、とくに発芽初期には

念人りに行う。

掘 り上げ ・スタンプ苗つくり .

普通には描き付けから約 10か月で掘りヒキデが可能になる。掘り上げた苗

木はシェードハウス (屋根だけのものと、周囲を囲んだものとある) に移

し、ここでスタンプ菌にする。その方法については別項 (p72) を参照さ

れたい。

② パプアニューギニア (以下 PNG) におけるマツ類の造林 (抜粋 )

PNG のマツ類造林マニュアルは極めて懇切 ・丁寧で、これだけで 1冊の
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指引書になっているが、ここでは工要な点を抜き出して紹介する。対象と 

するのはカリビアマツ、オ、ーカルパマツ、メルクンマツ、パトウラマツ、ス 

トローブマツの変種(P strobus var chiapensis、 メキシコなどの中米 

亜熱帯に分布している5葉松で、生育している標高は500 --2,000m）など 

で、あとの2柿は高地向きとされている（Smith 1978)。 

播き付け 

山出しの1年前に播き付けるのが最善であるが、作業手順を順調に進める 

ことができ、また成長が順訓であれば、この期間は6か月にまで縮めること 

ができる。なおポソト苗にする場合には、移植にかかる時間を考慮して日 

をずらして播いておくことも必要である。直播きの場合には、ポットに砂 

質ロームを入れて、用いる種子の発芽率に応じて（100 一発芽率）粒の種子 

をポットに直接播き付ける。ポソトを並べる苗床の両端にマツを植え込ん 

でおくと、菌根菌の感染が促進される。播き付け床に播く場合には、用い 

る種子の発芽率から3,000 本／rn2の芽生えを成立させることができるような 

種子量を計算し、それをばらまきで播き付けるa 標高900m 以ドでは日覆 

をかける。権水は少なめに、しかし定期的に行う。なお、実際には行われ 

ていないらしいが、“芽出し播き”とよばれる方法も述べられている。これ 

は、吸取り紙に種子を挟んで水を入れたハット内に置き、室内の棚などで 

発芽させて、僅かに発芽しはじめたものをボットに植える方法である。 

移植と山出しまでの管理 

芽生えが約8cm くらいになった頃（播き付けから約2 -3か月後）（注． 

この移植時期は明らかに普通の場合と異なっており、遅すぎるように思わ 

れる）に移植する。移植後は、回復するまで3週間くらい日覆をする。日覆 

の程度は、初めの10日間は遮光率を81％に、その後10日間は52％にして， 

その後で取り外す。乾燥が激しい場合や、極端に暑い場合には、弱い日覆 

を残してもよいが、光不足で徒長しないように注意しなければならない。潅 
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指針者になっているが、ここでは主要な点を抜き出して紹介する。対象と

す るのは力リビアマ ツ、 オー カルパマ ツ、 メルクシマ ツ、パ トゥラマ ツ、 ス

トロー ブマ ツの変種 (P srrobus var chlapens ′s、 メキ シコな どの中米

亜熱帯に分布 している 5粂松で、生育している標高は 500~2,ooom) など

で、あとの 2種は高地向きとされている (Smlth l978)。

描 き付け .

山出しの 1年前に掻き付けるのが最善であるが、作業手順を順調に進める

ことができ、また成長が順調であれば、この期間は6か月にまで縮めること

ができる。なおポソト苗にする場合には、移植にかかる時間を考慮して日

をずらして掻いておくことも必要である。直播きの場合には、ポットに砂

質ロームを入れて、用いる種子の発芽率に応 じて (100‐発芽率) 粒の種子

をポットに直接描き付ける。ポゾトを並べる鹸床の両端にマッを植え込ん

でおくと、菌根菌の感染が促進される。撒き付け床に撒く場合には、用い

る種子の発芽率から3,000本/1坪の芽生えを成立させることができるような

種子量を計算し、それをばらまきで描き付ける。標高90om 以下では日覆

をかける。潅水は少なめに、しかし定期的に行う。なお、実際には行われ

ていないらしいが、“芽出 し描 き" とよばれる方法も述べ られている。これ

は、吸取り紙に種子を挟んで水を入れたハット内に置き、室内の棚などで

発芽させて、僅かに発芽しはじめたものをポットに植える方法である。

移植と山出しまでの管理 .

芽生えが約8cm くらいになった頃 (掻き付けから約2~3 か月後)( 注.

この移植時期は明らかに普通の場合と異なっており、遅すぎるように思わ

れる) に移植する。移植後は、回復するまで3週間くらい日覆をする。日覆

の程度は、初めの10開閉は遮光率を81% に、その後10日間は52% にして、

その後で取り外す。乾燥が激しい場合や、極端に暑い場合には、弱い日覆

を残してもよいが、光不足で徒艮しないように注意しなければならない。権
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水は十分に行う。洛水量はその地の気象条件によって加威するへきてある 

が、とくに苗木の成長につれて、また風が強い時、空中湿度が低い時には 

多めに潅水する。高地なとで用いられるポノト用Iiでは、空素、硫黄、お 

よびおそらくは燐酸も欠乏しており、ひどい場合には移植後ほとんど成長 

しないこともある。例えば窒素と硫黄が欠乏した場合には、クロローシス 

症状がおきて黄化し、先端は青みかかった緑色を呈することもあり、しは 

しば下部の引葉が枯死する。このような場合の対策としては、2001の水に 

片手に盛ったくらいの硫酸アンモニウムを溶かした液を、iBm」の床あたり 

ジョロに2杯あて2週間に 度施用するとよいロこの欠乏庁状には、尿素よ 

りも硫酸アンモニウムのほうがよく効くとされている。鉄が欠乏すると著 

しいクロローシスを起こし、引葉は青みがかった黄色から白色に近くなる。 

このような症状が現れた場合には、鉄のキレート化合物の1％溶液を2週間 

おきに葉面散布するとよい。燐酸が欠乏してもクロローシスが起きるが、同 

時に苗木が寸詰まりになり、針葉も短くなる。こういう症状がHlる場合に 

は、ポソト用上55kgあたり025kg の過燐酸塩類を混ぜるのがよいC 

4 ）苗木の規格と育苗期間 

山山し苗木の規格は国、地域によってまちまちであるが、望ましいとさ 

れているおよそのサイズは、ポソト苗は苗高30 -45cm で、裸根苗はその 

1-2 倍である。スタンプ苗は両者の中間くらいの大きさを月安としている 

例もあるが、むしろ根元直径で1 --- 2 5cnlを基準とするほうがよい。大苗 

が良いという意見と、小苗が良いという意見とあるが、どちらが良いとは 

ー概にいいきれないように思われる。実際、大小よりも育て方のはうが重 

要なことを示している例もあるし、植栽後の気象条件や手入れの仕方によ 

っても強く影響される。山出し苗木の規格の一例を表10に示すが、同じフ 

イリビンでも、パグラス（Eucalyptus deglupta)、マツ類などは30cm、 

モルッカネムは10cr,l で山出しが可能とする指針(PICOP : Forestry 
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水は十分に行う。海水量はその地の気象条件によって加減するべきてある

が、とくに苗木の成長につれて、また風が強い時、空中湿度が低い時には

多めに潅水する。高地なとで用いられるポ ノト用量:では、窒素、硫黄、お

よびおそらくは燐酸も欠乏しており、ひどい場合には移植後ほとんど成長

しないこともある。例えば窒素と硫黄が欠乏した場合には、クロローシス

症状がおきて黄化し、先端は青みがかった緑色を呈することもあり、しば

しば下部の針葉が枯死する。このような場合の対策としては、200ーの水に

片手に盛ったくらいの硫酸アンモニウムを溶かした敵を、 18mとの床あたり

ジヨロに2杯あて2週間に 度施用するとよい。この欠乏病状には、尿素よ

りも硫酸アンモニウムのほうがよく効くとされている。鉄が欠乏すると著

しいクロローシスを起こし、針集は青みがかった黄色から白色に近 くなる。

このような症状が現れた場合には、鉄のキレート化合物の 1% 溶液を2週間

おきに葉而散布するとよい。燐酸が欠乏してもクロローシスが起きるが、同

時に苗木が寸詰まりになり、針葉も短くなる。こういう症状が出る場合に

は、ポソト用上 55kg あた り025kg の過燐酸塩類を混ぜるのがよい。

4) 苗木の規格と育苗期間

山出し苗木の規格は回、地域によってまちまちであるが、望ましいとさ

れているおよそのサイズは、ポゾト館は苗高 30~45cm で、裸根苗はその

1~2 倍である。スタンプ苗は両者の中間くらいの大きさを目安としている

例 もあるが、むしろ根元直径で 1~25cm を基準とするほうがよい。大苗

が良いという意見と、小苗が良いという意見とあるが、どちらが良いとは

一概にいいきれないように思われる。実際、大小よりも育て方のほうが重

要なことを示している例もあるし、植栽後の気象条件や手入れの仕方によ

っても強く影響される。山出し苗木の規格の一例を表 10に示すが、同じフ

ィリピ ンで も、バ グラス (Eucalyptus degjupta) 、マ ツ類 な どは 30cm 、

モル ツカネムは 1ocm で山出 しが可能とする指針 (PICOP:Fcrestry
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Piactices 1976）もあるから、これらをおよその目安として、それぞれの 

立地条flに応した指引を立てることが必要である。 

熱帯では、潅水さえできれば年中育苗が可能であるから、植え付ける時期 

に規格苗が得られるように育苗を開始するが、樹種によって成長の速さが異 

なる上、その上地の気候によっても影響を受けるので、これらの点も加味し 

て、およその播き付け時期が決められる。なお、播き付け時期が南季の場合 

にはポットへの川土詰め作業を行うのが難しいので、前もって準備しておく 

必要があり、また熱帯諸国ではいろいろな理由で、種子の調達が遅れること 

が多く、そのために予定とおり播き付けを行えないことも多く、結果とし 

て、次の植執時期までに規格苗が得られないこともしぱしぱ起きる。 

表10 フィリピンにおける主要造林樹種の苗木規格（地上部高）と育成期間 

」士l 王‘ 
1m 

山山し苗木の規格（cm) 育成期間 

Pinus kes:ya（ケシアマツ） (p) 

P merkuりI（メルクシマツ） (p) 

Tectona gina山S（チ‘ーク） (s) 

Swietenia macrophyifa (b) 

20 -30 

15-25 

45 --60' 

75 - 100 

8 -9 

12 

10 

12 - 14 

（マホガニー）(p) 20 --30 4 -6 

Ptei ocarpus inthcus Cナラ ) (b) 75~ 100 8 - 10 

(p) 20 -30 4 -5 

Mb 淘a白Icatana （モルッカネム） (p) 30 -45 15-30 4 

Anthocephaius clnnens;s 

（カートアンバンカル）(p) 30 -45 20 -30 3 

Gmebna aibojea（イェマネ） Cs) 45-60' 20-30 4 

Eucaりiptus deghIpta（バグラス） 15-30 

Endosperrnurn pc/ta turn (グバス ) 20 -30 

0chrorna pyramidale （パルサ） 15 -30 

Leucaena IeucocephaIa（ギンネム） 20 -30 

寸I (p）はポノト苗 
2 . (s）はスタンプ苗〔‘植執前に地I 部を約3cm に切り詰める〕 
3 (b）は裸根苗 
4 規格の（A）はA Nursery Handbook for the Ph山ppines (1969）による。原表 

はインチ表小のため換算して括約した。 
5 flLt の (iS) IS Philippines Recommends for the Production of Fast Growing 

Hardwoods (19Th)による。 
6 育成期間は播きつけからの月数 

Gme ムna aibo′ea( イエマ ネ ) (s) 45~6 び 20~30 4

Euca′yptus deg′upta( バ グラス ) 15~30

Endospermum pe′ra【um( グバ ス ) 20~30

0chromapy 「am′da′e( バ ルサ ) 15~30

Leucae ′}a′eucocepha ′a( ギンネム) 20~30

′r l (p) はポノト苗
2.{s) はスタンプ前 r 植栽前に地上部を的 3ぐm に切り詰める〕
3 (b)は深模苗
4 規格の (A) は A Nurbery Handbook for the Phlーlpp-1・es(1969) による。 原表

はインチ衣小のため換算しては約した。
5 規格の (B) は Ph 山 ppmes Recommend も for the Product ーon o【FabtGrowlng

lldrdwoods(1975) に よる。

6 育成期間は掃きつけからの月数

PIをKtーccs l976) もあるから、これらをおよその目安として、それぞれの

地条件もこ′心した指針を立てることが必要である。

熱情では、潅水さえできれば年中育苗が可能であるから、植え付ける時期

に規格菌が得られるように育苗を開始するが、樹種によって成長の速さが異

なる上、その土地の気候によっても影響を受けるので、これらの点も加味し

て、およその掃き付け1時期が決められる。なお、描き付け時期が雨季の場合

にはポットへの用土詰め作業を行うのが難しいので、前もって準備しておく

必要があり、また熱帯諸国ではいろいろな理由で、種子の調達が遅れること

が多く、そのために予定どおり播き付けを行えないことも多く、結果とし

て、次の植栽時期までに規格苗が得られないこともしばしば起きる。

表10 フィリピンにおける主要造林樹種の苗木規格 {地上部高)と育成期間

樹 種 山出し苗木の規格(cm) 育成期間
(A) (B) (か月)

Pmus kes-ya( ケ シアマ ツ) (p) 20~30 8~9

P merku ふ“ (メル クシマ ツ ) (p) 15~25 12

Tedona gー細 d′s( チ ー ク ) (s) 45~60 ‐ 1o

swieten ′amacrophy"a (b) 75~100 12~14

(マホガニー)(p)

Pteiocar 刀usm 山cus( ナ ラ ) (b)

(p)
Ajb′zzaな′cmar』a( モルツカネム)(p)

Amhocepha ルscbmens ーs

(カー トアンパンカル)(p)

20~30 4 ~ 6

75~100 8^ ‐ 10

20~30 4 ~ 5

30~45 15~30 4

30~45 20~30 3

45~60 ・ 20~30 4
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5）育苗上の主要な問題 

熱帯の白然条件て、ボット苗をi：として苗木を育てる場合に留意すべき 

いろいろな問題について述べる。 

(1）潅水 

乾季のある地域ではもちろん、1抽閏熱帯でも潅水（watenn g、 l rn gallon) 

はカ苗過程における最も重要な作業てある。育苗初期にはI－分に潅水して 

苗木の成長を促進することが必要であるが、潅水しすぎて士壌が、●湿にな 

ると、とくに細根が腐ることもあり、その結果クロローシス（chIorosい 

を起こしたり、成長が抑えられることさえある。普通には、苗床hllIあた 

り、またはポソト数にたいして准水旦を定め、多くの場合、育苗中期まて 

は朝タ2 lOL 山出し前1か月くらいになると朝タの何れか1回に減らしたり、 

潅水量も減らすのが通例である。潅水量は環境条件によって変えなければ 

ならないので、具体的な数字を示した指引は少なく、例えば、常に乾かな 

いように、しかし湿りすぎないようにする、といった表現が多い。 

すでに引用したように引ノm』とか、降水量で5mm という4融1もあるが、 

直径6,5cm のポット1.000 個に30!〔雨量に換算すると約7m,t ）をかける 

という指針の例（ケニア、キツイ）がある0 後者でも、天候によっては注意し 

ないと水のやりすぎになり、ポソト内に緑藻が発生することもある。また 

固結しやすい用上の場合には、潅水した水がポソトの内壁や」の割れ目に 

沿って流下し、用士中に十分に浸み込まないこともあるので注意を要する。 

規模の大きい苗畑では、予算が許せば自動潅水施設を整備して、スプリ 

ンクラーで潅水するのが便利であるが、多くの場合、ジョロにより人力で 

潅木している。ホースを使って直接に潅水するのは、水をやりすぎるだけ 

でなく、表面の土壌をとばすこともあり、勧められる力法ではない0 

すでに述べたように、豊富な水源か苗床より高いところにあり、土壌が砂 

質でなければ、いわゆるsurface irrtgation を行うことが可能である。こ 
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れには冠水法と水路潅水法とあり、いずれも極めて経済的である。i仰水用 

の水源の水質は普通は問題にならないが、半乾燥地や乾燥地では、とくに 

乾季に塩類濃度が著しく高くなることがあるので注意を要する。高塩類濃 

度の水を継続的に潅水していると苗木の生育に影響し、ひどい時には枯担 

させることもある。 

(2 ）日覆 

播き付け床、移植直後のポットには日覆(shad ing) を行うのが通例で 

ある。とくに野外て微小な種子を播く場合には、発芽直後まで遮光してお 

くほうがよい。日覆の種類には、細い角材や竹材などを紐で繋ぎ併せたも 

の一間隔を変えることによって遮光率つまり日覆トの机対照度を変えるこ 

とか可能、刈り取ったチガヤなどを編んたもの、使用済みの木綿袋地など、 

素材についてはいろいろな工夫がみられるが、全般に遮光率が大きくなり 

がちで、日覆トの苗木が光不足のために徒長することがあるので注意を要 

する。やむを得ず遮光率の高い日覆を使わざるを得ない場合には、着脱を 

こまめに行うなと、適切な管理を行う。下木植執の場合は別として、植救 

地では普通、直射の強光に曝されるので、日覆はなるべく遮光率の小さい 

ものを短期間用いるようにして、苗木を直射日光に馴らし、強く有てるべ 

きである。 

(3 ）根切り 

底のないポノトを床士のLに並べておくと、とくに直根が土中に伸ひる。 

底のあるポットの場合にも、 ド部にある水抜き用の小穴から根が士中に伸 

びることもあり、何れの場合にも時々根切り（root-pruning、 undercut-

ting）を行う必要がある。この操作は相当な労力を要するので、床面にビ 

ニールシートを敷いたり、コンクリートのたたきにしたりして、その上に 

ポットを並べることもあるが、とくに後者は経費がかかるだけでなく、コ 

ンクリートが熱くなってポソト内の根の成長にも良くない。オーストラリ 
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アなどでは、金網を張った台を作り、その上に底なしのポットを並べて自 

然根切りを行う方法も考えられているといわれるが、これは自然根切りに 

よって、ポノト内での細根の分岐・成長を促す日的もあるものと思われる。 

ポノト育苗の問題点のーつに、ポット内下部での巻き根現象がある。こ 

れは底のあるポソトの場合にド方に成長できない根がポフトの内面に沿っ 

て螺旋状に巻きながら成長するもので、このような根から植栽後どのよう 

に新しい根が成長するものか必ずしもはっきりしていないが、こういう巻 

き根は、抽栽直前にポソトを外した時に切り取るように指導されている。た 

だし実際には、巻き根を切り取ることによって土が崩れるとポノトで育て 

ることの意味が薄れるので、とくにひどい巻き根でなければ、なるべく根 

系を担なわないように、そのまま植えられるのが普通である。巻き根現象 

は、シートを敷いた方法でも多かれ少なかれ見られる。このような巻き根 

が、どの程度その後の成長に影響するものか、検討しておく必要がある。 

苗木の育成にあたっては、とくに地Ii部／地下部のパランスが重要だと 

されている。裸根苗の場合、根切りを行うと地上部の成長が抑えられ、地 

下部では細根の分岐・成長が促進されるから、この比率が増加するのか抑 

えられる。一方、ポット苗の場合には、根の生育空問はボットの大きさに 

よって限定されているから、地上部をあまり成長させると、当然この比率 

が大きくなC)てよくないと考えられており、この視点から大苗はよくない 

とする意見もある。 

(4）硬化処理 

育苗の後期、山出しの時期が近づくにつれて、潅水の回数や量を減らす 

のが普通である。これによって、とくに地上部の成長が抑えられ、従って 

地上部／地下部のバランスがよくなり、木化が進み、苗木がしっかりする 

と考えられており、これを硬化処理(hardening、 hardening-off、 condition 

ing）とよんでいる。直射H光も同様な過程を促すと考えられており、樹-I, 

植栽に用いられるものはともかくとして、日覆はできるだけ早めに外して、 
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l白射光下で育てるべきである。とくに乾季の厳しい地域、乾燥地、半乾燥 

地では、樹種あるいは系統として、乾燥害にたいする回避性・耐性の強い 

制料を選ぶことはもちろんとして、できるだけ耐性を高めて山山しするこ 

とが必要だとされている。ただし、その必要性は認識されながら、これま 

で簡便な定量的指斜かないこともあって、実際にはあまり実行されていな 

いのが実情てある。 

狭義の硬化処理には含まれないが、ユーカJのような広葉樹の場合には、 

育苗後期にポットの間隔を離して、枝葉をしっかり張ることができるよう 

な空間を与えることが必要だとされている。これはむしろ順化とよぱれる 

過程で、山出しのためのcondttiornng といえよう。 

(5）除草 

苗床でも雑草は苗木の競争者であるが、ポット育苗の場合にはとくに、根 

系のための空間が著しく狭められているため、水分・養分の深刻な取り合 

いが起こる。その上、ポノト苗は普通間隔を詰めて育てられるため、光環 

境についても競合が激しく、時期を失すると苗木の成長に深刻な影響を与 

えかねない。また、根系が絡み合うため、手遅れになると除草の際に苗木 

も一緒に抜けてしまい、植え直すのに手間がかかるだけでなく、成長も遅 

れる。従って除草は、雑草が小さいうちに早めに行うべきである。 

(6）菌根菌および根粒菌（広義）の接種 

天然に分布していない国や地域でマツ類を植栽する場合には、菌根菌を 

接種しなければ良い成長が期待できないことはよく知られている。すぐに 

枯死するわけではないが、著しく成長が遅く、ある種の栄養障害を起こす 

ことが報告されている。このような共生微生物と樹木との関係が次第に明 

らかにされており、それまでに考えられていたよりも多くの樹木で共生が 

あきらかにされている（表11)。この表から明らかなように、多くの広葉樹 

で内生菌根、外生菌根が観察されており、興味深いことはいわゆる窒素固 
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ーh射光下で育てるべきである。とくに乾季の厳しい地域、乾燥地、半乾燥

地では、樹種あるいは系統として、乾燥害にたいする回避杜 ・耐性.の強い

材料を選ぶことはもちろんとして、できるだけ耐性を高めて山出しするこ

とが必要だとされている。ただし、その必要性-は認識されながら、これま

で簡便な定星的指針かないこともあって、実際にはあまり実行されていな

いのが実情てある。

狭義の硬化処理には含まれないが、ユーカリのような広葉樹の場合には、

育苗後期にポットの間隔を離して、枝葉をしっかり張ることができるよう

な空間を与えることが必要だとされている。これはむしろ順化とよばれる

過程 で、 山出 しのための condlt1on-ng といえ よう。

(5) 除草

苗床でも雑草は苗木の競争者であるが、ポット育苗の場合にはとくに、根

系のための空間が著しく狭められているため、水分・養分の深刻な取り合

いが起こる。その上、ポノト菌は普通間隔を詰めて育てられるため、光環

境についても競合が激しく、時期を失すると苗木の成長に深刻な影響を与

えかねない。また、根系が絡み合うため、手遅れになると除草の際に苗木

も一緒に抜けてしまい、植え直すのに手間がかかるだけでなく、成長も遅

れる。従って除草は、雑草が小さいうちに早めに行うべきである。

(6)菌根菌および根粒菌 (広義)の接種

天然に分布していない国や地域でマツ類を植栽する場合には、菌根菌を

接種しなければ良い成長が期待できないことはよく知られている。すぐに

枯死するわけではないが、著しく成長が遅く、ある種の栄養障害を起こす

ことが報告されている。このような共生微生物と樹木との関係が次第に明

らかにされており、それまでに考えられていたよりも多くの樹木で共生が

あきらかにされている (表11)。この表から明らかなように、多くの広葉樹

で内生繭根、外生園根が観察されており、興味深いことはいわゆる窒素固

‐85 ‐



表11 菌根を形成することか知られている重要な科および属(Malajczuk eta! 1992) 

科名または亜科名 属 名 ECM VAM 

Betu!aceae （力バノキ科〕 A /n us（ハンノキ属） × × 

Betu加（カハノキ属） × × 

Casuar lnaceae （モクマオウ朴） Casuarina （モクマオウ属） × × 

Dipteroしarpaceae（フタバガキ科）Shorea × × 

Ehenaceae （カキノキ科） Diospyros (カキノキ属） × 

Fagaceae （ブナ科） Pages（ブナ属） 

Qucrcus（コナラ属） 

aityd（ぺ力ン属） Juglandaceae （クルミ科） 

Leguminosae (マメ科） 

Caesa[pinioideae Cassia（タガヤサン属） 

（ジャケツイノサ亜科） non-N-fixing trees 

Mimosotdeae Acacia（アカシア属） 

（ネムノキ亜科） A Ibizia（ネムノキ属） 

Pmsop;s(mesquite) 

Papihonoideae Dalbergia（シタン属） 

（マメ亜科） Pterocarpus (か)ン属） 

Meliaceac （センダン朴） Cedi c/a（チャンチン属） 

Khaya （アフリかマホガニー属） 

Swie tenia （マホガニー属） 

My rtaceae （フトモモ科） Eucalyptus（ユーカリ属） 

Rosaceae （ハラ科） Ivialus （リンゴ属） 

Rutaceae （ミカン科） Citrus ( ミカン属） 

Commercial crops Caxtca（バパイア） 

CoIlea （コーヒーー） 

He veI, （ゴムノキ） 

most palms X 

/1-1 EUM タ'I t4M (ectoniycorrhizas ) 
2, VAM VA N11}& (vesiiular-arbusculai rnycnrrhizas) 

× 

x 

x 

定樹木でも菌根がみられることである。また、フタバガキ類の植執におけ 

る菌根の役割が明らかにされ、この樹木群による森林再生に新たな可能性 

を広げている。 

菌根菌(mycoi rhizal fungi）の接種(inoculation）にはいろいろな方 

法があり、底のあるポソトでマツ苗を育てる場合には、他全なマツ林ある 

いは造林地から集めた表層土をポソト用土に混ぜる。菌根菌を含む土壌の 
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表11 菌根を形成することか知られている重要な科および属 (Malalczuke「a′1992)

科名またはせE科名
BetulaLeae( カバノキ科 )

属 名
A′′m (ハンノキ属 )
Bc{U′a(カハノキ属 )

ECM VAM

Casuallnaccae( モクマオウ科 )Casuarma( モクマオウ届 )

D1pteroLarpaceae( フタバガキ料 )Shorea

Ebenaceae( カキノキ料 ) D』ospyro武力キノキ属 )
Fagaccae{ ブナ利 ) 尼増"顕ブナ属 )

Juglandaceae( クルミギト)

LegL1mluusae( マメ科 )

CaesaLpinloldeae

(ジャケツイバラ‘拍手←)
Mimosoldeae

(ネムノキ亜不お

Papillonoldeae

(マメ亜料)
Mehaceae( センダン料 )

Myrtaceae( フトモモ亭1)

Rosaceae( バラ料 )

Rutaceae( ミカン科 )

Comme ・c1al crops

洋 I ECM
2,VAM

Qucrcus( コナラ属 )

GIーy‘-(ペカン属 )

Cassjd(タガヤサン属 )
non 一N- 負Xing trccs

Acaoia(アカシア属 )
A′b′zfa(ネムノキ属 )
Pi・osop-s(mesqu1te)

Da′bergia(シタン属 )
Pterocarpus{ が」ン属 )

Ced′e′a(チャンチン属 )
′ぐhaya(アフリカマホガニー属 )

SMezema( マホガニー属 )

Euod′yptus( ユ一が」属 )

Malus( リンゴ属 )

Qtrus(ミカン属 )
Cm にa(パパイア)
Co 筋ca( コーヒー )

月eve !{ゴムノキ)

most palms

外′1菌根 (ectomycorrhlzas)

VA 曲根 (v偽札ular-arbusLu1a1 mycorrh ーzaも)

定樹木でも菌根がみられることである。また、フタバガキ類の植栽におけ

る菌根の役割が明らかにされ、この樹木群による森林再生に新たな可能性

を広げている。

菌根 菌 (mycol rhlzal fongl) の接種 (111oculatlon) にはい ろいろな方

法があり、底のあるポソトでマツ苗を育てる場合には、健全なマツ林ある

いは造林地から集めた表層土をポソト用土に混ぜる。菌根菌を含む土壌の
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混人旦を具体的に示した文献や指針は見あたらないが、ごく少量でよく、ポ 

ット当たりでは数giの割合て混人するのが普通である。底のないポットを 

用いる場合にも、同様に用上に混人してもよいが、ポソトを並べる苗床に 

散布するか、苗床の中にすでに菌根を形成しているマツの苗木か稚樹を植 

え込む。ポノト苗を山出し前に数週間マツの成木の下に置いてもよいとさ 

れている。 

根粒樹木の場合にも、万‘根粒(root nodule）の発達がよくない場合に 

は、根村菌（広義）の接種を行うほうがよい。とくに天然分布が見られな 

い地域、あるいはこれまでに植栽されたことがない地域に新たに導入する 

樹種については、その樹柿が普通に見られる林分の土壌を利用するか、何 

らかの力法で接種源（Lnocu!um、 inoculant) を入手・培養して、それを 

種子にまぶして播き付けるロこの場合、種子は発芽促進処理を行った“芽 

出し播きーのものが最も効果的である。国によっては関係研究機関で調製、 

提供しはじめているが、そのような態勢ができていないところでは下記に 

相談するとよい。 

FACT Network d/o Winrock Intet national 

Rt,3, Box 376 

Morrilton, Arkansas 72110 

なお、熱帯、亜熱帯における主要な根粒樹木は、マメ科樹木、モクマオ 

ウ類、ハンノキ類などで、マメ科樹木には根粒菌（Rhizobi urn) が、他の 

2 群の場合には放線菌の1種(Frankia）が共生して根粒を形成する。 

MacDicken (1994）によると、ネムノキ亜科の植物の90 %、（ソラ）マメ 

亜科の植物の97％は根粒を形成するが、ジャケツイバラ亜科の植物では僅 

かに23％が根粒を形成するに過ぎないという。根粒を形成して窒素を固定 

することが確認されている種の数をみると表12のとおりである。よく植栽 

されている樹種としては、Cassia、 動tsia、 Parkmnsonia の各属のほか、 

ー町― 

楓人星を具体的に示した文献 )指針は見あたらないが、ごく少量でよく、ポ

ット当たりでは数g1の割合て泥人するのが普通である。底のないポットを

用いる場合にも、同様に用上に混人してもよいが、ポソトを並べる苗床に

散布するか、苗床の中にすでに菌根を形成しているマツの苗木かヰiE樹を植

え込む。ポノト苗を山出し前に数週間マツの成木の下に置いてもよいとさ

れてい る。

根粒樹木の場合にも、万・根粒 (root nodule) の発達がよくない場合に

は、根対菌 (広義) の接種を行うほうがよい。とくに天然分布が見られな

い地域、あるいはこれまでに植栽されたことがない地域に新たに導入する

樹種については、その桝柿が普通に見られる林分の土壌を利用するか、何

らかの方法で接種源 (Lnoculum 、ーnoculant) を入手 ・培養 して、それを

種子にまぶして描き付ける。この場合、種子は発芽促進処理を行った"芽

出し描き" のものが最も効果的である。岡によっては関係研究機関で調製、

提供しはじめているが、そのような態勢ができていないところでは下記に

相談するとよい。

FACT Network c/o wmrocklntelnationaI

Rt,3,Box 376

Morrl ーton,Arkansas 72110

なお、熱帯・亜熱帯における主要な根粒樹木は、マメ科樹木、モクマオ

ウ類、ハ ンノキ類などで、マメ料樹木には根粒菌 (Rhーzobmm) が、他の

2群の場合には放線菌の 1種 (Frank′a) が共生して根粒を形成する。

MaeDicken(1994) によると、ネムノキ亜科の植物の 90% 、 {ゾラ)マメ

亜科の植物の97% は根粒を形成するが、ジャケツイバラ亜科の植物では僅

かに23% が根粒を形成するに過ぎないという。根粒を形成して窒素を固定

することが確認されている種の数をみると表12のとおりである。よく植栽

されて い る桝 補 として は、 Cass′a、ヱ川 s!a、 ParkiDsoma の各属 の ほか、
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Acacia catechu、 Acrocarpus 斤axifliん11w,などは含まれておらず、根 

粒を形成しないとされている。なおTamanndus indica も根粒を形成しな 

いとされていたが、根粒の形成を認めている報告もある（松本 199 7), 

表12 マメ科に属する窒素固定樹木：属ごとにみた樹種数 

〔 Mac D IC ke ii (1994）の表から作成〕 

ネムノキ亜科 （ソラ）マメ亜科 

Acacia 192 Cajanus cajan 

Albizia 30 Dalbergia 

Callian din 】l Erythitna 

Cedi elinga catenaeforxnis l Fl emingi a 

Dichrostachys 3 GIn icidia 

Entada 3 Lonchocarpus 

Faidherbia a!加da l Maackia amurensls 

Inga 14 Pericopsお 

Leucaena 13 Pon gamin pinnata 

Mimosa 3 Pterocarpus 

Newtonia l Robinia 

ルrap加tadenia l Sesbania 

Paraserian tlies 血kataria l Sophora 

Parkia 5 Wisteria 

Pith ecellobium 

P.rosopis 

1

<b 

6
 
n'
 
n乙
 
8
 
l
n
乙
 
1
 
。
乙
ハ
j

《b

[I 

4
 

1
 
。乙 

ー
 

1215 

ジャケツイバラ亜科 

Dialium zenkeri 1 

加ts舶bijuga 1 

Saraca dechnata 1 

(7）肥培管理 

ポット育苗の場合には、ポットに用土を入れる時に少量の化成肥料や堆 

肥などを加えたり、また育苗期間中に少量の迫肥を行うこともある。裸根 

苗の場合には、苗床を作る時にあらかじめ堆肥などを加えておくのが普通 

である。このような方法で、育苗期間に必要な養分はあらかじめ与えてお 

くが、育苗中には常に苗木の状態を注意深く観祭し、必要な処置をとらな 
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Acac ーa catpchu 、 Aでrocarpus f照沼所貴所 uもな どは含 まれ てお らず、根

粒を形成 しないとされている。なお Tamarmdus mdica も様粒を形成 しな

いとされていたが、根粒の形成を認めている報告もある (松本 1997)。

表12 マメ科に属する窒素固定樹木 :属ごとにみた樹種数
〔MacD-cken(1994) の表から作成〕

ネムノキ亜料 (ソラ) マメ亜科

ACacヱa 192ca ノa刀usc 町a" 1

八′b′z′a 30 Dafbergーa 16

ca′′′a刀dra 11 Eryrh"na 26

Cediejmga carenae わ r-nーs I Fjemmg7a 2

D′ch「osとac′1ys 3 G′mcid』a 2

Enfada 3 Lonc わocarPus 8

Fa』djlerb』a a′わ′da I Maac ね a amurensfs l

lnga 14 Perkops ′s 2

Leucaena 13Pongan"a pーm1ma l

んljinosa 3 Prerocaj‐Pus 12

Newton-a I Robーn′a 3

Parap′ptadenja 1 sesba 刀照 6

Parasenan 【′les燈′ca【aria I SOPhora 7

Parkia 5Wister ′a 4

Pたhece〃obmm 12

Prosopis 15

ジャケツイバラ亜科

Dia′′um zenken l

　　　　　　　　　 　
Saraca dec′′nata l

(7) 肥培管理

ポット育苗の場合には、ポットに用土を入れる時に少量の化成肥料や堆

肥などを加えたり、また育苗期間中に少星の追肥を行うこともある。裸根

苗の場合には、苗床を作る時にあらかじめ堆肥などを加えておくのが普通

である。このような方法で、育苗期間に必要な養分はあらかじめ与えてお

くが、育苗中には常に苗木の状態を注意深く観察し、必要な処置をとらな
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ければならない。とくに成長の速いユーカJ などの広葉樹については、こ 

のような対応が重要である。ユーカJについては、養分欠乏症状について 

の訂しい目安が示されているので、参考までに引用する（表13)。なおこの 

表では、老 ぐト）巣から欠乏症状が現れる要素にカルシウムが入れられて 

おり，反対に新葉から欠乏井状が現れる要素にカJ ウムが人れられている 

が、わが国の引巣樹苗木の養分欠乏の検索表では反対になっていることを 

付記する。いずれにしろ、このような目安を参考に、常4 苗木の栄養状態 

を観察しながら、健全な苗木を育てることが必要である。 

表13 ユーカ)類における無機養分欠乏症状 

(Wattle Research Institute 1972) 

I .症状は初め老葉に現れる。 

A．初め黄化し、次第に斑点が現れる。 N 欠乏 

わずかな黄化が初め老葉に現れ、次第に幼葉に広がる。欠乏 

が進むと、集身はレモン色に近い黄色を呈し、その後、赤み 

を帯ひた小斑ができ、結局、菜全体に及ぶ。苗木の場合には、 

茎と葉柄が健全なものより赤みを帝ひ、枝分かれが少なくな 

り、結局ほとんど側枝のない徒長した苗木になる。 

B ．初め斑点が現れ、次第に黄化する。 

」‘緑葉にたくさんの濃いシミが現れる。シミの数が次第に P 欠乏 

増え、地色は柑黄色を帯びる。青i木の場合には、シミは青 

みがかった紫色で、葉の地色の緑は健全な葉の緑よりも濃 

い。N欠の場合と同じように、枝分かれも少ない。 

2．青白い緑色の地に、赤みのある斑点が現れる。欠乏が進 Ca欠乏 

むと、赤みのある斑点の組織は死に、葉もしおれて落ちる。 

C .葉の太い側脈の間が黄化する。 

老葉が中肋に沿って黄化、菜の緑色は、組織が壊死するにつ 

れて次第に褐色に変化、変色部分と太い側脈の問には緑色の 

組織が残る。苗木の場合には、下部の巣（老葉）が青白い緑 

色に変わり，時に普通より早く落葉して、先のほうだけに葉 

が残る。とくにE giandIs、 E saIigna、Ebotryoldesの苗木 

は、陰葉に似た、正常の葉よりやや大型の葉をつける。 

Mg欠乏 

一89-

ければならない。とくに成長の速いユーカリなどの広葉樹については、こ

のような対応が重要である。ユーカリについては、養分欠乏症状について

の詳しい 1:]安が示されているので、参考までに引用する (表 13)。なおこの

衣では、老 rド) 巣から欠乏症状が現れる要素にカルシウムが入れられて

おり、反対に新築から欠乏霜状が現れる要素にカリウムが入れられている

が、わが国の銘菓樹苗木の養分欠乏の検索表では反対になっていることを

付記する。いずれにしろ、このような目安を参考に、常々苗木の栄養状態

を観察しながら、健全な苗木を育てることが必要である。

表 13 ユーカリ類における無機養分欠乏症状
(Wattre Research lnst-tute l972)

工. 逓-伏は初め老葉に現れる。

A, 初め黄化 し、次第に斑点が現れる。 N 欠乏

わずかな黄化が初め者葉に現れ、次第に幼集に広がる。欠乏
が進むと、梨身はレモン色に近い黄色を呈 し、その後、赤み

を弓モチひた小斑ができ、結局、栄全体に及ぶ。苗木の場合には、
茎と菓柄が健全なものより赤みを帯び、枝分かれが少なくな
り、結局ほとんど側枝のない徒長した苗木になる。

B, 初め斑点が現れ、次第に苗化する。
i . 緑葉にたくさんの濃いシミが現れる。シミの数が次第に P 欠乏

増え、地色は裕黄色を帯びる。苗木の場合には、シミは青
みがかった紫色で、葉の地色の緑は健全な葉の緑よりも濃
い。 N 欠の場合と同 じように、枝分かれも少ない。

Z, 青白い緑色の地に、赤みのある斑点が現れる。欠乏が進 Ca欠乏

むと、赤みのある斑点の組織は死に、巣もしおれて落ちる。

C. 栄の太い側脈の間が黄化する。 Mg 欠乏

者柴が中肋に沿って黄化、葉の緑色は、組織が壊死するにつ
れて次第に褐色に変化、変色部分と太い側脈の間には緑色の
組織が残る。苗木の場合には、下部の巣 (老葉) が青白い緑
色に変わり、時に普通より早く落葉して、先のほうだけに葉
が残 る。 と くに E gーand‘s、 E sangna 、 E bofryo′des の苗木

は、陰葉に似た、正常の葉よりやや大型の葉をつける。
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n 症状は初め幼葉に現れる。 

A．全体が！・様に黄化する。 

幼葉は全体に黄化，次第にプロンズ（青銅）様の色調に変わ 

り、枝は紫色を星する。 

S欠乏 

B .斑点が現れる。 

1 .葉身に負耳が現れるが、葉脈に沿った部分には緑色が残る。Fe欠乏 

2 .葉脈の間が黄変するが、葉脈の周辺組織は緑色を保つ。 Mn 欠乏 

欠乏症状が進むと、葉先と葉緑がしおれはじめ、砂のよう 

な色に変わり、結局、巣身全体に広がる。 

C .葉脈間が黄変する。 

1 ．菜の大きさ、形は正常。 

a．幼葉の側脈の間が黄変。葉緑から変化が始まり、次第 B 欠乏 

に中助の力向に進む。側脈に沿った組織はしばらく緑色 

を保つが、次第に紫色に変わる。巣の下面の緑色があせ 

る。 

b .成葉の側脈の間が黄変。葉脈に沿った狭い幅の組織は Mo欠乏 

緑色のままであるが、集緑は紫色を帯びる。 

2 .檠の大きさは普通であるが、形が健全葉と異なる。幼葉 Cu欠乏 

の側脈の間が黄変、葉身は縁が不規則に変形。 

3．葉は健全葉より細く小型である。葉の上面にたくさんの Zn欠乏 

変色斑ができ、それらの間の葉面が紫色を帯ひるとともに、 

幼菓の着生間隔が短くなり、小型の、狭い、黄色みを帯び 

た葉がロゼット状になる。葉緑に近い部分に、縁が褐色の 

小さな変色斑ができる。葉全体が青白い緑に変わり、菓脈 

の色が農くなる。 

0 .葉が異常に変色することはないが、葉緑と葉脈が壊死、苗 K 欠乏 

木の葉は正常なものより小型で，しばしば表面，葉縁がちじ 

れる。枝分かれが著しく、こんもりした叢生状を呈する0 

[Evans (1992) p217--p218 より訳出］ 
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日症伏ば初め幼葉に現れる。

A. 全体が -・様に黄化する。 S欠乏

幼葉は全体に黄化、次第にブロンズ (青銅) 様の色調に変わ
り、枝は紫色を呈する。

B, 斑点が現れる。

1, 菓身に黄蘭が現れるが、葉脈に沿った部分には緑色が残る。 Fe 欠乏

2, 葉脈の間が黄変するが、葉脈の周辺組織は緑色を保つ。 Mn 欠乏
欠乏症状が進むと、葉先と無縁がしおれはじめ、砂のよう
な色に変わり、結局、巣身全体に広がる。

C, 葉脈間が黄変する。

1, 桑の大きさ、形は正常。

a. 幼葉の側脈の間が黄変。葉縁から変化が始まり、次第 B欠乏
に中一助の方向に進む。側順に沿った組織はしばらく緑色
を保つが、次第に紫色に変わる。巣の下面の緑色があせ
る 。

b. 破棄の側脈の間が黄変。葉脈に滑った狭い幅の組織は Mo 欠乏
緑色のままであるが、条縁は紫色を帯びる。

2. 菜の大きさは普通であるが、形が健全紫と異なる。幼葉 Cu欠乏
の側厭の間が黄変、蕪身は緑が不規則に変形。

3. 葉は健全葉より細く小型である。葉の上面にたくさんの Zn欠乏
変色斑ができ、それらの間の菓面が紫色を楯ひろとともに、
劫集の着生間隔が短くなり、小型の、狭い、黄色みを帯び
た葉がロゼット状になる。葉縁に近い部分に、緑が褐色の
小さな変色斑ができる。菓全体が青白い緑に変わり、葉脈
の色が濃 くなる。

D. 菜が異常に変色することはないが、葉縁と葉脈が壊死、菌 K欠乏
木の葉は正常なものより小型で, しばしば表面, 葉縁がちじ
れる。枝分かれが著しく、こんもりした叢生状を呈する。

rEvans(1992)p217~p218 より訳出]
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